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平
成
30
年
度
三
春
町
の
当
初
予
算

平
成
30
年
度
三
春
町
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模
に
つ
い
て

◆ 

基
本
目
標

　

我
が
国
の
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
地
方
に

お
い
て
は
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
30
年
度
は
町
税
収
入
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
一
般
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立

す
る
た
め
、
経
常
経
費
を
抑
制
し
、
投
資
的
経
費
の
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、
健
全
財
政
を
維
持

で
き
る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

三
春
町
の
今
年
の
予
算

　
　
　

年
度
の
町
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

町
の
財
政
や
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

１
２
９
億
４
、７
２
０
万
円
と
な
り
、
平
成

29
年
度
と
比
較
す
る
と
７
億
２
、８
２
４
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

５
・
３
㌫
減

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、

70
億
３
、６
２
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

29
年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
８
、０
３
３
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

２
・
６
㌫
増

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
仕
事
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。
多
く
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

は
、
こ
の
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
、
地

方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
病
院
や
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
町
営
バ
ス
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と

区
分
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

▼ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

一
般
会
計
予
算
総
額
の
推
移
（
５
か
年
）

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

68億5,594万円
21億2,781万円

1億7,345万円
16億 7,810万円

8,395万円
6億7,039万円
1億4,201万円

11億4,410万円
7億3,721万円

6,248万円
136億7,544万円

   2.6％
△  22.0％

6.6％
   4.0％

   12.7％
 △  35.1％

14.2％
△  40.4％

  4.9％
   175.8％
△  5.3％

一　般　会　計
会　計　名 平成30年度 平成29年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

70億3,627万円
16億6,020万円

1億8,498万円
17億 4,567万円

9,459万円
4億3,542万円
1億6,216万円
6億8,230万円
7億7,326万円
1億7,235万円

129億4,720万円
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平成30年度平成26年度 平成27年度 平成29年度平成28年度

億円

70億3,627万円
73億4,640万円

67億5,091万円
73億1,808万円

68億5,594万円

「
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ　
未
来
に
輝
く
元
気
な
ま
ち　
三
春
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
い
つ
ま
で
も
住
み
よ
い
自
慢
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
〜

三春町の今年の予算

新役場庁舎のイメージ図

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の

社
会
保
障
費
、
公
共
施
設
・
道
路
等
の
維
持
補
修
、
教
育
・

子
育
て
へ
の
支
援
、
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
な
ど
に
、
財
源
を
優
先
的
か
つ
重
点
的
に
配
分
し

て
、
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
現
場
主
義
を
徹
底

し
、
町
民
や
議
会
、
各
種
団
体
等
か
ら
の
ご
意
見
を
聴
く
と

と
も
に
、
課
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
組
織
横
断

的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
が
自
立
的
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
「
夢
」
や
「
将

来
へ
の
希
望
」
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
第
７
次

三
春
町
長
期
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自

然
・
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
未
来
に
輝
く
元
気
な
ま
ち 

三
春
」

を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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三春町の今年の予算

◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。
◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
69
億
７
、７
１
２
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
建
設
事
業
債

の
残
高
は
50
億
７
、８
０
６
万
円
、
財
源
対
策
債
の
残
高
は
18
億
９
、９
０
６
万
円
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に
つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）
と
し

て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
会
計
（
水
道
・
下
水
道
）
に
も
23
億
８
、３
８
４
万
円
の
借
入
残
高
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼
ば

れ
、
町
の
場
合
は
町
債
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
に
使
う

お
金
は
、
そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や

地
方
交
付
税
）
で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と

し
た「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税
な

ど
だ
け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施
設

の
建
設
な
ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
よ
う

な
施
設
の
建
設
費
を
そ
の
年
度
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る
よ
り
も
、
そ

の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
将
来
の

住
民
の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少
ず
つ

負
担
す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ

る
「
起
債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
に
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

返
済
金
の
一
部
が
後
の
地
方
交
付
税
で
返
っ

て
く
る
よ
う
な
も
の
を
中
心
に
慎
重
な
借
り

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

一般会計にみる
町民ひとり当たりの金額

★ 使われるお金
394,786 円

★ 負担する町税
98,963 円

※ 人口 17,823 人で算出
（平成 30年 4月 1日現在
 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や高熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費

自主財源
依存財源

歳入

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

　

借
入
金
残
高
は
、
平
成
14
年
度
末
の

１
３
５
億
７
、
５
５
７
万
円
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
平
成
28
年
度
末
に
は
平
成

14
年
度
比
62
億
８
、
９
６
８
万
円
減
で

72
億
８
、
５
８
９
万
円
と
な
り
、
定
期

一般会計
歳入総額

70億3,627万円
（100.0％）

自主財源
25億6,056万円
（36.4％）

町税
17億6,381万円
（25.1％） 分担金及び負担金

4,846万円
（0.7％）

使用料及び手数料
1億1,604万円
（1.7％）

寄附金
101万円（0.0％）

財産収入
2,542万円（0.4％）繰入金

3億5,104万円
（5.0％）

繰越金
6,000万円
（0.9％）

諸収入
1億9,478万円
（2.8％）

地方交付税
24億1,690万円
（34.4％）

依存財源
44億7,571万円
（63.6％）

国庫支出金
5億4626万円
（7.8％）

県支出金
5億8,915万円
（8.4％）

地方譲与税
1億40万円
（1.4％）

町債
4億8,570万円
（6.9％）

地方特例交付金
880万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金
180万円（0.0％）

地方消費税交付金
3億280万円
（4.3％）

自動車取得税交付金
1,810万円
（0.3％）

利子割交付金
170万円（0.0％）
配当割交付金
330万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
80万円（0.0％）一般会計

歳出総額
70億3,627万円
（100.0％）

義務的経費
27億3,321万円
（38.8％）

人件費
12億4,821万円
（17.7％）

公債費
6億7,694万円
（9.6％）

扶助費
8億807万円
（11.5％）

単独事業費
2億9,153万円
（4.1％）

投資的経費
4億9,740万円
（7.1％）

補助費等
11億8,532万円
（16.9％）

繰出金
8億4,545万円
（12.0％）

投資・出資・貸付金
2億394万円
（2.9％）

維持補修費
1億3,164万円
（1.9％）

補助事業費
2億586万円
（2.9％）

物件費
13億7,639万円
（19.6％）

災害復旧事業費
1万円
（0.0％）

積立金
4,292万円
（0.6％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
38億566万円
（54.1％）

0
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80
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140

年度

億円 財源対策債
建設事業債

H30

71.10

H29

72.86

H20 H21 H22 H23 H24 H26H25

81.38

102.63
96.19

85.22
90.00

85.71

H27 H28

78.75 73.53 69.77

32.33

70.30

33.20

62.99

58.26 55.29 55.70 58.76 57.23 53.65 54.67 52.53 50.78

31.74
29.93 30.01

22.62
21.52

19.88 18.19 18.58 18.99

※ 数値は四捨五入しているので、端数において、合計とは合致しないものがあります。

町
債
と
は

償
還
、
繰
上
償
還
や
新
規
起
債
の
抑
制

な
ど
に
よ
り
着
実
に
減
少
し
、
残
高
は

69
億
７
、７
０
０
万
円
程
度
に
な
る
見
込
み

で
す
。

歳出

問い合わせ先　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110
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三春町の今年の予算

平
成
30
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

…
今
年
度
新
た
に
行
わ
れ
る
新
規
事
業
で
す
。

…
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
継
続
事
業
で
す
。

施
策
１

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
（
安
全
・
安
心
分
野
）

　
 

福
島
県
産
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業

○ 
予　
算　
１
５
０
万
円

○ 
主
管
課　
産
業
課

　

 

仮
置
場
管
理
費

○ 

予　
算　
１
億
９
１
６
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　

除
染
廃
棄
物
の
管
理
や
放
射
線
量
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

継新重
点

継

　

 

放
射
性
物
質
の
測
定
・
検
査

○ 

予　
算　
５
、７
５
７
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業　
８
０
２
万
円

▽ 

学
校
給
食
等
食
材
検
査
事
業 

１
３
８
万
円

▽ 

教
育
施
設
の
地
下
水
、
プ
ー
ル
等

　
水
質
検
査
事
業 

  

93
万
円

▽ 

農
業
系
汚
染
廃
棄
物
対
策
事
業 

１
６
６
万
円

▽ 

農
作
物
吸
収
抑
制
対
策
事
業 

５
５
０
万
円

▽ 

指
定
廃
棄
物
保
管
管
理
業
務 

６
６
１
万
円

▽ 

た
め
池
放
射
性
物
質
対
策
事
業

３
、３
４
７
万
円

　

 

放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
た
健
康
管
理

○ 

予　
算　
１
、２
４
８
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

町
民
の
健
康
管
理
事
業　

  

２
５
１
万
円

▽ 

小
中
学
生
内
部
被
ば
く
量

　
検
査
事
業　
　
　
　
　
　

   

９
９
７
万
円

継継

環境省による中間貯蔵施設への輸送のようす

　

 

非
常
備
消
防
費

○ 

予　
算　
４
、８
０
２
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

を
図
る
た
め
、
消
防
団
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

継　

 

消
防
施
設
整
備
事
業

○ 

予　
算　
５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽

や
屯
所
、
消
防
施
設
の
修
繕
、
消
防
用
資
機

材
の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

継　

 

自
主
防
災
会
の
活
動
お
よ
び
除
雪
作
業
支
援

○ 

予　
算　
67
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

各
地
区
自
主
防
災
会
の
活
動
お
よ
び
除
雪

作
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

 

継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務

○ 

予　
算　
１
、１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

継

　

 

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

○ 

予　
算　
２
億
３
７
４
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
森
林
整
備
や
木

材
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
従
事

者
や
地
域
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
放

射
性
物
質
対
策
を
講
じ
、
森
林
・
林
業
の
再

生
を
図
り
ま
す
。

継 継

　

 

防
災
基
盤
整
備
事
業

○ 

予　
算　
２
、６
８
１
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

町
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
御
祭
字

橋
本
地
内
の
防
火
水
槽
の
解
体
・
新
設
工
事
、

斎
藤
地
内
の
消
火
栓
新
設
工
事
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
（
要
田
分
団
）
を
整
備
し
ま
す
。

継

　

 

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

○ 

予　
算　
２
１
２
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

危
険
箇
所
を
調
査
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

購
入
、区
画
線
設
置
等
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

継　

 

防
犯
灯
設
置
お
よ
び
維
持
管
理
事
業

○ 

予　
算　
９
８
８
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
、
維
持
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
の
防
犯
灯
の
電
気
料
お
よ

び
維
持
管
理
に
係
る
経
費
の
一
部
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

継

継

三春町消防団春季検閲式のようす
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三春町の今年の予算

住
み
よ
い
美
し
い
環
境
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
（
生
活
基
盤
環
境
分
野
）

重
点
施
策
２

 　
幹
線
道
路
整
備
事
業

○ 

予　
算　
６
、０
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

四
反
田
富
沢
線
舗
装
補
修
工
事

▽ 

下
舞
木
山
田
線
舗
装
補
修
工
事

継

 　
道
路
改
良
事
業

○ 

予　
算　
７
、１
７
１
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

▽ 

下
舞
木
岩
本
線
外
道
路
改
良
工
事

▽ 

五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
道
路
改
良
工
事

▽ 

垣
之
内
辻
線
舗
装
補
修
工
事

　

 

古
内
線
舗
装
補
修
工
事

　

 

新
町
恵
下
越
線
道
路
整
備
工
事

継■ 

町
道
等
維
持
工
事

○ 

予　
算　
３
、５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

各
ま
ち
づ
く
り
協
会
等
か
ら
の
要
望
に
応

え
、
町
道
、
農
道
、
水
路
等
の
維
持
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

継

■ 

町
営
バ
ス
運
行

○ 

予　
算　
６
、７
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　
通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
、
町
民
の
足
と
し

て
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

継

　

 

町
営
住
宅
の
改
修
等

○ 

予　
算　
４
、８
２
５
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

▽ 

か
い
や
ま
団
地
改
修
工
事

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

町
営
住
宅
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

▽ 

北
町
団
地
９
号
棟
解
体
工
事

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

用
途
廃
止
し
た
町
営
住
宅
の
解
体
を
行
い
ま

す
。

▽ 

定
住
促
進
住
宅
改
善
工
事

　

築
26
年
が
経
過
し
、
部
屋
の
間
取
り
や
内

装
が
古
い
こ
と
か
ら
、
２
部
屋
の
改
善
工
事

を
行
い
ま
す
。

継　

 

水
道
事
業
施
設
の
改
良
等

○ 

予　
算　
８
、９
３
０
万
円

○ 

主
管
課　
企
業
局

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

松
橋
地
内
配
水
管
敷
設
替
工
事

　

八
島
川
の
護
岸
改
修
工
事
に
伴
い
、
水
道

配
水
本
管
の
敷
設
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽ 

浄
水
場
ポ
ン
プ
等
更
新
工
事

　

薬
品
注
入
設
備
、
生
物
処
理
設
備
等
の
ポ

ン
プ
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

 

過
足
簡
易
取
水
井
、
取
水
管
敷
設
工
事

　

現
在
の
井
戸
の
他
に
、
新
た
に
水
源
と
な

る
井
戸
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽ 

西
方
地
内
舗
装
復
旧
工
事

　

西
方
地
区
の
拡
張
工
事
実
施
箇
所
の
復
旧

工
事
を
行
い
ま
す
。

継

新　

 

西
部
地
区
住
環
境
整
備
事
業

○ 

予　
算　
５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

住
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
岩
江
地
区
の

側
溝
改
修
等
工
事
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

生
活
道
路
整
備
事
業
助
成
金

○ 

予　
算　
１
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

地
域
が
自
ら
生
活
道
路
の
整
備
に
取
り
組

む
場
合
、
１
地
区
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補

助
し
ま
す
。

継
　

 

橋
梁
点
検
補
修
事
業

○ 

予　
算　
５
、１
２
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
三
春

西
大
橋
ほ
か
２
橋
の
橋
梁
の
改
修
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、５
か
年
計
画
で
橋
梁
（
全
80
橋
）

の
総
点
検
を
行
い
、
効
率
的
な
維
持
管
理
に

つ
な
げ
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
三
春
北
大

橋
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

桜
川
沿
線
美
化
活
動
事
業

○ 

予　
算　
51
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

地
域
住
民
と
協
働
に
よ
り
、
河
川
改
修
が

完
了
し
た
桜
川
沿
線
を
花
で
飾
り
、「
う
る

お
い
」と「
安
ら
ぎ
」の
空
間
を
整
備
し
ま
す
。

　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

○ 

予　
算　
１
億
５
、８
１
４
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　

定
期
ご
み
収
集
運
搬
業
務
、
搬
入
ご
み
処

理
業
務
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
窓
口
管
理
業
務
等

の
委
託
や
施
設
運
営
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

  

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
補
助
事
業

○ 

予　
算　
４
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す

る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
パ
ネ
ル
お
よ
び
蓄

電
池
の
設
置
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

▽ 

太
陽
光
パ
ネ
ル
１
k
Ｗ
当
り
１
・
５
万
円

　

 （
上
限
７
・
５
万
円
）

▽ 

蓄
電
池
１
k
Ｗ
h
当
り
３
万
円

　

 （
上
限
30
万
円
）

継 継

新

新

継

　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設
機
器
更
新
等
工
事

○ 

予　
算　
７
４
１
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　
水
処
理
施
設
の
回
転
円
盤
槽
な
ど
約
20
種

類
の
制
御
機
器
を
管
理
す
る
機
器
の
更
新
工

事
等
を
行
い
ま
す
。

新

　

 

照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事

○ 

予　
算　
３
０
３
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課
ほ
か

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
一
部
と
、
ば
ん
と
う
プ

ラ
ザ
の
照
明
機
器
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

新新

問い合わせ先　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110
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三春町の今年の予算

　

 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

○ 

予　
算　
37
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
を
行
い
ま
す
。

継　

 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助

○ 

予　
算　
１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
結
果
に
よ
り
、
改
修

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

継

　

 

空
き
家
改
修
等
お
よ
び
除
却
事
業
補
助

○ 

予　
算　
１
、０
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

空
き
家
の
改
修
等
お
よ
び
除
却
を
行
う
方

に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

継　

 
都
市
公
園
等
遊
具
点
検
業
務

○ 
予　
算　
１
５
５
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　
都
市
公
園
や
児
童
公
園
な
ど
に
設
置
し
て

あ
る
遊
具
に
つ
い
て
、
定
期
的
な
点
検
に
よ

り
、
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

新
　

 

住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
事
業

○ 

予　
算　
２
２
６
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
、
町
内
に

新
築
住
宅
を
取
得
し
た
方
に
対
し
て
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

継　

 

下
舞
木
墓
地
増
設
工
事

○ 

予　
算　
１
７
９
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課

　
下
舞
木
墓
地
を
求
め
る
問
い
合
わ
せ
が
多

い
こ
と
か
ら
、新
た
に
20
区
画
増
設
し
ま
す
。

新
　

 

宅
地
造
成
事
業

○ 

予　
算　
１
億
２
、１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
企
業
局

　
定
住
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、
平
沢
地
内

に
小
規
模
な
宅
地
造
成
を
行
い
ま
す
。

新

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
（
子
育
て・教
育・文
化
分
野
）

重
点
施
策
３

　
 

多
子
世
帯
養
育
支
援
事
業

○ 

予　
算　
５
７
７
万
円

○ 
主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
以
上
を
養
育

し
て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
乳
幼
児

を
在
宅
等
で
養
育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、

９
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
２
人
以
上
養
育
し
て
い
る
低

所
得
世
帯
の
第
２
子
の
乳
幼
児
を
在
宅
等
で

養
育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、０
０
０
円
を

支
給
し
ま
す
。

　

 

第
１
保
育
所
の
指
定
管
理
運
営

○ 

予　
算　
９
、９
２
６
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

星
総
合
病
院
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
公

設
民
営
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

継継 　

 

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業

○ 

予　
算　
８
６
１
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
を
購
入
で
き

る
助
成
券
（
０
歳
か
ら
１
歳
未
満
、
１
歳
か

ら
２
歳
未
満
に
そ
れ
ぞ
れ
３
０
、０
０
０
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

継

　

 

多
子
世
帯
保
育
料
負
担
軽
減
事
業

○ 

予　
算　
24
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
で
、
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
認
可
外
の
保
育
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継　

 

多
子
世
帯
保
育
料
無
料
化
事
業

○ 

金
額
は
保
育
料
予
算
の
中
で
対
応

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
移
行
し

た
保
育
所
・
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
る
場
合
、

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し
て

い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料

に
し
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を

２
人
以
上
養
育
し
て
い
る
低
所
得
世
帯
の
第

２
子
の
保
育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。
18
歳
未

満
児
を
複
数
養
育
す
る
世
帯
の
第
２
子
の
保

育
料
は
半
額
と
し
ま
す
。

継　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
等
事
業

○ 

予　
算　
１
億
５
、１
２
７
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
基
づ
き
、

町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
が
入
所
す
る
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
所
等
に
対
し
給

付
費
等
を
給
付
し
ま
す
。

継

　
 

下
水
道
事
業
施
設
の
改
良
等

○ 
予　
算　
４
、９
０
０
万
円

○ 
主
管
課　
企
業
局

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

脱
臭
設
備
設
計
業
務

　

三
春
水
環
境
セ
ン
タ
ー
で
し
尿
処
理
の
受

入
れ
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
脱
臭
設
備
を

増
設
し
環
境
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

 

水
処
理
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
投
入
口

　

 

増
設
工
事

　

し
尿
を
投
入
す
る
た
め
の
投
入
口
を
増
設

し
、
搬
入
の
効
率
化
と
搬
入
車
の
混
雑
の
緩

和
を
図
り
ま
す
。

　

 

下
舞
木
処
理
場
曝
気
設
備
改
修
工
事

　

経
年
劣
化
に
よ
り
、
曝
気
設
備
の
効
率
が

低
下
し
て
き
た
こ
と
か
ら
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

継新新 新
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三春町の今年の予算

　
 

産
後
ケ
ア
事
業

○ 
予　
算　
１
０
４
万
円

○ 
主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

産
後
１
年
以
内
の
母
子
に
対
し
て
、
日
帰

り
や
宿
泊
に
よ
り
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

 

産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

○ 

予　
算　
18
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

産
後
１
年
以
内
の
支
援
の
必
要
な
母
子
へ

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、家
事
・
育
児
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

　

 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

○ 

予　
算　
７
、０
５
７
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

子
育
て
に
係
る
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

継
　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援

　

 

事
業

○ 

予　
算　
54
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

み
は
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
運
営
補
助
と
利
用
料
の
２
分
の
１
を
町
が

助
成
し
ま
す
。

継

　

 

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　

 （
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
）

○ 

予　
算　
１
、８
１
５
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

小
学
校
単
位
に
開
催
し
、
地
区
民
の
協
力

を
得
て
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
の
実
情
や
特
色
を

生
か
し
た
体
験
活
動
や
交
流
等
の
事
業
を
展

開
し
ま
す
。
な
お
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

な
い
中
妻
教
室
、
中
郷
教
室
、
沢
石
教
室
に

お
い
て
、
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
時
間
延
長
お

よ
び
長
期
休
暇
中
の
教
室
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

継
　

 
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

○ 
予　
算　
５
、０
５
６
万
円

○ 
主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

児
童
に
健
全
な
遊
び
生
活
の
場
を
与
え
る

た
め
、
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
、
御
木
沢
児
童
ク

ラ
ブ
、
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
す
。

継

継 継

　

 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

○ 

予　
算　
９
８
７
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　

昨
年
度
よ
り
第
２
保
育
所
か
ら
旧
中
央
児

童
館
へ
独
立
施
設
と
し
て
移
転
し
ま
し
た
。

　

専
任
保
育
士
が
常
駐
し
、
様
々
な
子
育
て

支
援
事
業
の
運
営
や
相
談
等
に
応
じ
て
い
ま

す
。

継

　

 

小
学
校
施
設
設
備
改
修
工
事

○ 

予　
算　
２
、６
５
５
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
児
童
の
健
康
管
理
等
に

対
応
し
ま
す
。

▽ 

岩
江
小
学
校
外
壁
改
修
工
事

▽ 

三
春
小
学
校
受
変
電
設
備
改
修
工
事

継　

 

中
学
校
施
設
設
備
改
修
工
事

○ 

予　
算　
85
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
生
徒
の
健
康
管
理
等
に

対
応
し
ま
す
。

▽ 
三
春
中
学
校
簡
易
防
球
フ
ェ
ン
ス

　

 
設
置
工
事

継継　 

基
礎
学
力
向
上
推
進
事
業

○ 

予　
算　
１
７
６
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
小
・
中
学
校
学
力
検
査
の
実
施
に
よ
り
、

基
礎
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

継　 

英
語
・
漢
字
検
定
費
補
助

○ 

予　
算　
１
１
２
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
中
学
生
が
英
語
・
漢
字
検
定
を
受
検
す
る

場
合
、そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
分
を
補
助
し
ま
す
。

継　 

三
春
中
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

○ 

予　
算　
２
、６
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
遠
距
離
通
学
対
応
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

継　 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
交
付
金

○ 

予　
算　
２
４
０
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
各
小
中
学
校
が
主
体
的
に
実
施
す
る
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
に
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

　

 

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

○ 

予　
算　
29
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

町
内
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
の
幼
児

児
童
を
対
象
と
し
て
歯
の
健
康
増
進
を
図
り

ま
す
。

　

 

ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
事
業

○ 

予　
算　
48
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　

三
春
中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
食
育
を

推
進
し
ま
す
。

継継

旧中央児童館へ移転した子育て支援センター

問い合わせ先　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110
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三春町の今年の予算

　

 

交
流
館
等
改
修
事
業

○ 

予　
算　
８
、９
１
１
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

▽ 

ま
ほ
ら
ボ
ー
ダ
ー
ケ
ー
ブ
ル
等
交
換
工
事

▽ 

ま
ほ
ら
舞
台
機
構
等
改
修
工
事

▽ 

ま
ほ
ら
館
内
空
調
機
等
改
修
工
事

▽ 

旧
三
春
中
学
校
体
育
館
消
防
設
備
改
修
工
事

▽ 

歴
史
民
俗
資
料
館
玄
関
ド
ア
自
動
化
工
事

継

継　 

全
国
大
会
開
催
交
付
金

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　
全
国
大
会
の
開
催
等
に
係
る
経
費
に
対
し

て
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

継　 
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
交
付
金

○ 

予　
算　
２
０
２
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　
体
育
協
会
登
録
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
の
活
動
に
係
る
経
費
に
対
し
て
交
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

継　 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
派
遣

　

 

事
業

○ 

予　
算　
２
３
５
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
学
校
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
派
遣
し
ま
す
。

継　 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業

○ 

予　
算　
25
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課

　
県
が
行
っ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
派
遣
事
業
に
加
え
、
町
が
派
遣
回
数
を

増
加
し
ま
す
。

　

 

文
化
財
保
護
等
補
助
金

○ 

予　
算　
３
６
０
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　
昭
和
39
年
に
三
春
町
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
真
照
寺
古
四
王
堂
の
、
解
体
・
修
理

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

新

誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

重
点
施
策
４

継　 

予
防
接
種
事
業

○ 

予　
算　
４
、９
３
９
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課
・
保
健
福
祉
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

 　
接
種
助
成 　
　
　

 　
　
　
４
８
１
万
円

　

 

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

　

 

ワ
ク
チ
ン
助
成               

２
４
６
万
円

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
１
人
あ
た
り

４
、０
０
０
円
の
助
成
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
は
１
人
あ
た
り
１
２
、０
０
０
円
の
助
成

を
行
い
、
子
ど
も
の
疾
病
を
予
防
し
ま
す
。

▽ 

成
人
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
抗
体
検
査

　

 

助
成　
　

  　
　
　
　
　
　
　

   

25
万
円

▽ 

高
齢
者
の
法
定
接
種
事
業　

１
、４
８
８
万
円

▽ 

子
ど
も
法
定
接
種
事
業　

２
、６
９
９
万
円

■ 

成
人
健
康
診
査
事
業

○ 

予　
算　
３
、９
０
９
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
結
び
つ
け
、
更
に
生
活
習
慣
の

改
善
を
促
進
し
ま
す
。

継■ 
妊
婦
健
康
診
査
事
業

○ 

予　
算　
１
、４
９
９
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

す
べ
て
の
妊
婦
に
対
し
て
15
回
ま
で
の
健

診
費
用
を
公
費
負
担
し
、
ま
た
、
妊
婦
歯
科

健
診
、
産
後
１
か
月
健
診
、
新
生
児
聴
覚
検

査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

継

継　 

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

○ 

予　
算　
４
８
８
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　
乳
幼
児
の
内
科
・
歯
科
診
察
、
身
体
測
定

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
の
む
し
歯

保
有
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
１
歳
６
か
月
〜

４
歳
ま
で
計
６
回
、
無
料
で
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
、む
し
歯
予
防
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■ 

田
村
地
方
在
宅
当
番
医
制
事
業

○ 

予　
算　
１
５
７
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

休
日
当
番
医
制
事
業
を
委
託
し
、
田
村
地

方
夜
間
診
療
所
の
周
知
を
図
り
、
町
民
の
休

日
・
夜
間
一
次
救
急
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

継

 　
三
春
病
院
事
業
負
担
金

○ 

予　
算　
６
、７
６
３
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

町
立
三
春
病
院
の
備
品
等
の
更
新
お
よ
び

施
設
設
備
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
安
全
な
医

療
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

継　 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

○ 

予　
算　
１
７
３
万
円

○ 

主
管
課　
子
育
て
支
援
課

　
不
妊
治
療
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

継

スポーツ少年団交流会のようす

継　 

特
別
支
援
学
級
費

○ 
予　
算　
３
、４
２
２
万
円

○ 
主
管
課　
教
育
課

　
特
別
支
援
学
級
の
学
習
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

新
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三春町の今年の予算

問い合わせ先　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

■ 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
 

入
所
措
置
事
業

○ 
予　
算　
６
、２
９
２
万
円

○ 
主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
経
費
を
負
担

し
ま
す
。

継継　 

障
が
い
者
福
祉
事
業
（
扶
助
費
）

○ 

予　
算　
３
億
６
、８
９
０
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に

よ
っ
て
障
が
い
者
を
支
援
し
、
安
心
安
全
な

生
活
の
確
保
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

継　 

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

○ 

予　
算　
１
、４
３
８
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　
障
が
い
者
の
相
談
支
援
業
務
を
町
内
基
幹

相
談
支
援
事
業
所
に
委
託
し
ま
す
。

継　 

意
思
疎
通
支
援
事
業

○ 

予　
算　
１
１
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣
を
行
い
、
ま
た
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

継　 

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

○ 

予　
算　
８
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

 

認
知
症
総
合
支
援
事
業

○ 

予　
算　
６
７
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
が

集
え
る
場
づ
く
り
や
、
地
域
で
の
見
守
り
、

専
門
職
に
よ
る
早
期
支
援
等
を
実
施
し
ま

す
。

継　 

に
こ
に
こ
元
気
塾

　
　
　
　
　
　

 （
通
所
型
介
護
予
防
）
事
業

○ 

予　
算　
１
、８
４
２
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課

　
各
地
区
集
会
施
設
等
で
、
通
所
型
介
護
予

防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

継

産
業
が
育
ち
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
分
野
）

重
点
施
策
５

　

 

新
規
就
農
者
等
住
居
費
補
助
事
業

○ 

予　
算　
48
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

新
規
就
農
者
の
確
保
や
育
成
を
図
る
た

め
、
住
居
費
に
対
す
る
補
助
金
を
支
給
し
ま

す
。

新　

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

○ 

予　
算　
７
、２
７
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
30

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継 　

 

水
田
農
業
推
進
事
業

○ 

予　
算　
３
１
８
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

平
成
30
年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直
し
に

伴
う
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
に
取
り
組
む
た

め
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
へ
支
援
を
行
い

ま
す
。

継　

 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

○ 

予　
算　
３
、８
４
１
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
28
協
定
地
区

を
支
援
し
ま
す
。

継

　

 

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

○ 

予　
算　
４
７
１
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
電

気
柵
資
材
購
入
補
助
金
や　

 

新
規
狩
猟
者

育
成
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継　

 

畜
産
振
興
事
業

○ 

予　
算　
２
３
３
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

良
質
牛
の
生
産
を
図
る
た
め
の
優
良
基
礎

雌
牛
導
入
や
、
酪
農
の
生
産
安
定
を
図
る
た

め
の
優
良
乳
牛
導
入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

継

新

　

 

緑
化
推
進
事
業

○ 

予　
算　
40
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

田
村
地
方
植
樹
祭
を
三
春
町
で
開
催
し
ま

す
。

継

にこにこ元気塾のようす
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三春町の今年の予算

　

 

滝
桜
観
光
対
策
業
務
委
託

○ 

予　
算　
５
、４
２
７
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

平
成
30
年
度
の
滝
桜
開
花
時
の
駐
車
場
管

理
運
営
、
観
桜
料
徴
収
や
渋
滞
緩
和
対
策
、

観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
業
務

と
、
平
成
31
年
度
の
滝
桜
観
光
対
策
に
か
か

る
準
備
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業

○ 

予　
算　
２
５
５
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
小
売
店
舗
な
ど
の

改
修
費
や
家
賃
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

継　

 

三
春
町
商
工
振
興
補
助
金

○ 

予　
算　
７
１
５
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

三
春
町
商
工
会
の
運
営
事
業
に
補
助
し
、

町
内
商
工
業
者
の
経
営
の
振
興
と
安
定
を
図

り
ま
す
。

継

　

 

観
光
振
興
事
業
業
務

○ 

予　
算　
１
、８
８
５
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

観
光
Ｐ
Ｒ
や
三
春
盆
踊
り
大
会
、
も
み
じ

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
年
間
を
通
し
た
観
光
振

興
業
務
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
補
助
金

○ 

予　
算　
１
６
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

愛
姫
さ
く
ら
ま
つ
り
（
春
ま
つ
り
）
参
加

事
業
等
、
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

団
体
な
ど
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

継

　
 

工
場
立
地
促
進
奨
励
金

○ 
予　
算　
４
、５
１
８
万
円

○ 
主
管
課　
産
業
課

　

田
村
西
部
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
に

対
し
、
町
工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

継

　

 

愛
姫
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

○ 

予　
算　
７
６
１
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

愛
姫
生
誕
４
５
０
年
を
期
に
、
愛
姫
を
活

用
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
し
、

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

新

　

 

三
春
ウ
オ
ー
ク
の
開
催

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課

　

年
間
を
通
し
て
訪
ね
た
く
な
る
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
三
春
ウ
オ
ー
ク
を
福
島

民
報
社
と
共
同
開
催
し
ま
す
。

継

　

 

み
ず
ウ
オ
ー
ク
三
春
大
会
の
開
催

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

さ
く
ら
湖
周
辺
を
会
場
に
み
ず
ウ
オ
ー
ク

を
福
島
民
友
新
聞
社
と
共
同
開
催
し
ま
す
。

継　

 

滝
桜
樹
勢
回
復
事
業

○ 

予　
算　
９
３
９
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

５
年
に
一
度
の
大
々
的
な
樹
勢
回
復
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

新

滝桜樹勢回復事業（平成25年度実施のようす）

平成 29年度のようす
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三春町の今年の予算

■ 

地
域
交
流
事
業

○ 

予　
算　
60
万
円

○ 

主
管
課　
企
画
政
策
課

　

東
京
都
目
黒
区
等
と
合
宿
受
入
れ
・
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
・
産
直
野
菜
の
出
店
等
に
よ

り
、
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

継

　

 

ア
メ
リ
カ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

○ 

予　
算　
４
７
８
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

姉
妹
都
市
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
へ
中
高
生
を

派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
な
感
覚
と

国
際
理
解
を
育
み
ま
す
。

新
　

 

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

○ 

予　
算　
90
万
円

○ 

主
管
課　
企
画
政
策
課

　

三
春
町
に
住
民
票
を
登
録
し
、
就
業
し
た

人
に
対
し
、
奨
学
金
返
済
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

新

■ 

国
際
交
流
事
業

○ 

予　
算　
５
３
６
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課

　

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
の
管
理
運
営
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
三
春
町
国
際
交
流
協
会
に
委
託
（
指

定
管
理
）
す
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

継
　

 

伝
統
的
観
光
資
源
活
用
補
助
金

○ 
予　
算　
２
０
０
万
円

○ 
主
管
課　
産
業
課

　

観
光
資
源
と
な
る
伝
統
芸
能
等
実
施
団
体

に
対
し
、
備
品
や
施
設
整
備
等
に
対
す
る
補

助
を
行
い
ま
す
。

継

協
働
と
町
民
参
画
に
よ
る
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り（
協
働・行
財
政
経
営
分
野
）

重
点
施
策
６

 　
ま
ち
づ
く
り
協
会
運
営
交
付
金

○ 

予　
算　
８
２
１
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課

　

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会
に
、
活
動
を
支

援
す
る
た
め
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

継

問い合わせ先　財務課　財務グループ　☎ 62-2132　FAX61-1110

　

 

役
場
庁
舎
新
築
工
事
実
施
設
計
業
務

○ 

予　
算　
５
、６
９
８
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課
・
建
設
課

　

昨
年
度
策
定
し
た
「
役
場
庁
舎
他
新
築
工

事
基
本
設
計
」
に
基
づ
き
、
三
春
町
役
場
庁

舎
新
築
工
事
の
実
施
設
計
を
策
定
し
ま
す
。

新
　

 

桜
谷
地
内
道
路
新
設
等
整
備
工
事

○ 

予　
算　
６
２
３
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課

　

役
場
庁
舎
を
建
設
す
る
際
、
町
道
桜
谷
橋

の
一
部
（
県
道
〜
桜
谷
橋
間
）
が
通
行
で
き

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
自
由
民
権
ひ
ろ
ば
上

に
役
場
南
側
道
路
か
ら
町
道
桜
谷
線
に
接
続

す
る
道
路
を
新
設
し
ま
す
。

新

 　
地
方
公
会
計
整
備
推
進
費

○ 

予　
算　
95
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課

　

新
地
方
公
会
計
制
度
に
対
応
す
る
た
め

の
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
等
の
経
費
で
す
。

継★ 

重
点
施
策
以
外
に
は

　

重
点
施
策
の
ほ
か
に
こ
ん
な
こ
と
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

▼ 
田
村
支
部
消
防
操
法
出
場
経
費

○ 
予　
算　
１
７
１
万
円

○ 
主
管
課　
総
務
課

　

２
年
に
一
度
の
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す

る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 

災
害
復
旧
事
業

○ 

予　
算　
１
、４
３
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

農
地
等
災
害
復
旧
単
独
事
業 

１
２
０
万
円

▽ 

道
路
橋
梁
災
害
復
旧
補
助
事
業 

９
０
０
万
円

▽ 

道
路
橋
梁
災
害
復
旧
単
独
事
業 

４
１
０
万
円

　

平
成
29
年
10
月
22
日
の
台
風
21
号
に
よ
り

被
災
を
受
け
た
施
設
に
つ
い
て
復
旧
を
行
う

も
の
で
す
。

▼ 

応
急
仮
設
住
宅
撤
去
業
務

○ 

予　
算　
８
、０
５
８
万
円

○ 

主
管
課　
企
画
政
策
課 

　

応
急
仮
設
住
宅
の
解
体
撤
去
を
進
め
ま

す
。（
熊
耳
応
急
仮
設
住
宅
）

▼ 

橋
梁
点
検
事
業

○ 

予　
算　
９
０
６
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課

　

三
春
駅
の
歩
道
橋
を
安
全
に
利
用
で
き
る

た
め
に
行
う
点
検
業
務
で
す
。

平
成
29
年
度
繰
越
事
業

▼ 

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

○ 

予　
算　
７
、９
３
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課
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お
世
話
に
な
り
ま
す
（
各
地
区
区
長
・
消
防
団
幹
部
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。
町
へ
の
要
望
や
意
見
な
ど
は
区
長
さ
ん
へ
お
話
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

◆ 

三
春

　

 

佐
藤　
仁
一　
（
大
町
）

　

 

白
岩
登
喜
夫　
（
中
町
）

　

 

橋
本　
正
幸　
（
八
幡
町
１
）

　

 

坂
井　
末
雄　
（
八
幡
町
２
）

　

 

佐
久
間
誠
治　
（
荒
町
上
）

　

 

岩
谷　
敏
男　
（
荒
町
下
）

　

 

鴫
原　
　
実　
（
北
町
）

　

 

山
崎　
　
正　
（
新
町
１
）

　

 

岩
間　

榮　
（
新
町
２
）

　

 

服
部　
　
昇　
（
新
町
３
）

　

 

小
池　
清
美　
（
八
島
台
１
）

　

 

佐
久
間
藤
男　
（
八
島
台
２
）

　

 

伊
藤　
善
孝　
（
八
島
台
３
）

◆ 

沢
石

　

 

佐
久
間
榮
一　
（
実
沢･

青
石
）

　

 

橋
本　
良
一　
（
富
沢
）

◆ 

要
田

　

 

小
山　
文
男　
（
熊
耳
）

　

 

千
葉　
政
之　
（
南
成
田
）

　

 

橋
本　
　
守　
（
北
成
田
）

　

 

佐
藤　
憲
司　
（
庄
司
）

◆ 

御
木
沢

　

 

中
尾　
茂
一　
（
元
町
）

　

 

小
林　
俊
雄　
（
栄
町
）

　

 

戸
松　
嘉
明　
（
平
沢
１
）

　

 

伊
藤　
光
夫　
（
平
沢
２
）

　

 

渡
辺　
孝
男　
（
御
祭
３
）

　

 

湯
峯　
喜
一　
（
御
祭
４
）

　
 

橋
本　
正
亀　
（
七
草
木
）

◆ 
岩
江

　
 

渡
邉　
功
雄　
（
山
田
）

　

 
栗
山　
義
男　
（
上
舞
木
）

　

 

影
山　
富
男　
（
下
舞
木
１
）

　

 

渡
邉　
正
二　
（
下
舞
木
２
）

　

 

大
堀　
　
均　
（
下
舞
木
３
）

　

 

篠
崎　
　
聡　
（
下
舞
木
４
）

◆ 

中
妻

　

 

橋
本
今
朝
男　
（
鷹
巣
）

　

 

宗
形　
一
夫　
（
斎
藤
）

　

 

神
山　
史
昭　
（
沼
沢
）

　

 

大
田　
文
雄　
（
西
方
）

◆ 

中
郷

　

 

石
黒　
昭
一　
（
滝
）

　

 

橋
本　
昭
吉　
（
柴
原
）

　

 

安
部　
卯
吉　
（
込
木
）

　

 

西
山　
忠
明　
（
芹
ケ
沢
）

　

 

黒
羽　
徳
三　
（
貝
山
）

　

 

橋
本　
廣
儀　
（
春
沢
）

　

 

吉
田
一
二
三　
（
狐
田
）

　

 

木
幡　
勝
吉　
（
過
足
）

　

 

近
内　
亨
夫　
（
根
本
）

　

 

白
岩　
勇
人　
（
樋
渡
）

　

 

橋
本　
亀
一　
（
蛇
石
）

消
防
団
幹
部

　

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ

く
る
た
め
、
地
域
の
防
火
・

防
災
の
中
心
と
な
っ
て
い
た

だ
く
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

◆ 

本
部

　

 

団
長　
　
　
石
井　
公
義

　

 

副
団
長　
　
赤
井　
幸
夫

　

 

分
団
長　
　
村
上　
輝
男

　

 

分
団
長　
　
榎
本　
英
基

◆ 

三
春
分
団

　

 

分
団
長　
　
黒
羽　
雄
一

　

 

副
分
団
長　
栁
沼　
　
薫

◆ 

沢
石
分
団

　
 

分
団
長　
　
渡
辺　
　
悟

　
 

副
分
団
長　
佐
久
間　
貴

◆ 
要
田
分
団

　

 
分
団
長　
　
門
馬　
忠
雄

　

 
副
分
団
長　
大
内　
明
広

◆ 

御
木
沢
分
団

　

 

分
団
長　
　
手
代
木
正
徳

　

 

副
分
団
長　
伊
藤　
邦
彦

◆ 

岩
江
分
団

　

 

分
団
長　
　
影
山　
恵
一

　

 

副
分
団
長　
笠
原　
雄
二

◆ 

中
妻
分
団

　

 

分
団
長　
　
金
田　
義
隆

　

 

副
分
団
長　
本
田　
正
幸

◆ 

中
郷
分
団

　

 

分
団
長　
　
橋
本　
和
也

　

 

副
分
団
長　
上
石　
和
美

各
地
区
区
長

問い合わせ先　総務課  自治防災グループ　☎ 62-1114　FAX61-1110

問い合わせ先　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-3166　FAX62-0202

石井　勝弘

湯峰　初夫
伊丹勇次郎

市川　幸正

志田　善一

62-8472
62-6472
62-8471
024-942-0092
62-1181
62-6125真壁　　稔

①沢石会館
開館日地区交流館名 館長名 開館時間

午前9時30分
～午後4時30分

火・水・木
電話番号

②要田交流館大平荘
③御木沢地区公民館
④岩江センター
⑤中妻地区公民館
⑥中郷地区交流館

火・水・土
火・木・土
火・水・金
火・木・土
火・水・木

　地区交流館は、各
地区の生涯学習活動
の拠点です。交流の
場、ふれあいの場と
してご利用ください。
　各交流館をご利用
するときは、開館日
に利用日時を確認し
お申し込みください。

（敬称略） 問い合わせ先　生涯学習課 生涯学習グループ　☎ 62-3837　FAX62-4727

平成 30年度地区交流館長紹介

問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837　FAX62-4727

アメリカ短期留学（サマーキャンプ）参加者募集締切について

　この事業は、4 月 15 日より先着順で参加者を受け付けたところ、初日のうちに応募が定員に達したため受付を
終了しました。ありがとうございました。
　今後も国際交流事業について、皆さんの参加をお待ちしております。
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　４月より、国民健康保険の資格に係る取得・喪失は都道府県単位化になりました。これに伴い、福島県内での転
入・転出などで、世帯の継続性が保たれている場合は、４月以降の療養で発生した高額療養費の多数回該当は引き
継ぎ、通算されることとなります。

※ 過去 12 か月間で高額療養費の対象となった月数が4回以上となった場合、4回目からの自己負担限度額が引き
　下げられる制度です。

平成30年3月まで １回目 2回目 3回目 １回目 2回目 3回目 4回目 5回目

平成30年4月から １回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目

福島県内の
市町村に転居

ここから
多数回該当

ここから
多数回該当

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月【例】

　交通事故などの第三者（相手）の行為によるケガで国民健康保険証を使用する場合は、必ず「第三者行為による
被害届」の提出が必要です。第三者の行為による事故は原則として加害者が治療費を負担するため、被害届を町が
受理することにより、医療機関での治療費等を三春町国保で一時的に立て替え、後日、加害者に対して治療に要し
た費用を請求することになります。
　届け出をする際は下記に書かれたものを持参し、保健センターへお越しください。
※相手から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると国民健康保険が使えなくなります。

　整骨院や接骨院（柔道整復師）にかかる場合、国民健康保険から療養費としてその一部が支払われます。
　ただし、柔道整復師による施術には、国民健康保険が使える場合と使えない場合がありますので、適正な受診を
お願いします。

問い合わせ先　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-3166　FAX62-0202

● 届け出に必要なもの ●
① 国民健康保険証
② 印鑑
③ 事故証明書（交通事故の場合）

● 届け出が必要な場合 ●
・交通事故
・暴力を受けた
・他人の犬にかまれた　など

● 保険証が使えるとき ●
・医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、
打撲および捻挫など（肉離れ含む）と
診断または判断され、施術を受けた時

（骨折、脱臼は、応急手当を除き、医
師の同意が必要）
・骨・筋肉・関節のケガや痛みで、そ
の負傷原因がはっきりしている時

● 保険証が使えないとき ●

 高額療養費の多数回該当が都道府県単位で通算されます

 交通事故にあった時は届け出を

 整骨院・接骨院（柔道整復師）のかかり方

・疲労性、慢性的な要因からくる肩こ
りや筋肉疲労
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の
改善がみられない長期の施術
・保険医療機関（病院、診療所など）
で同じ負傷を治療している

※相手から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると国民健康保険が使えなくなります。
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課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

水道・宅造

梶原和則

国馬　守

下水道

三瓶新太郎、大内美和

宗像秀幸

企業局
局長　村田浩憲

教育課
次長兼課長
永山　晋

62-2500

62-2500

学校教育 大内佳代子 織田島浩孝、小野寺百絵、木船愛、武田修一 62-6310

生涯学習課
課長兼交流館長
兼町民図書館長
本間　徹

生涯学習 佐久間久美 佐藤哲郎、新田由香里、野村顕弘、瀧田洋子 62-3837

近内信二社会体育 松本未智瑠、松本葵 62-3837

歴史民俗資料館

本間　徹

山口　晋

町民図書館

平田禎文、藤井典子

内藤タケ、西宏恵、栁田知美

62-5263

62-3375

渡辺貞子児童生活センター 鈴木ひろ子、過足征子、渡邉一成、降矢真衣 62-8666

議会
事務局長　増子伸一 久保田浩、影山寛子 62-8124事務局

会計室
会計管理者兼室長
安部良明

会　計 大河原歩、五十嵐美紗 62-0330

佐藤智和、金田義隆、緑川可那子、渡邉一輝

服部佑亮、加藤太郎

建設課
課長　宮本久功

建　設

新野恭朗

橋本泰寿　

都　市 山口登美男、伊本絵里

62-2115

62-2113

建　築 62-2113佐藤禎一

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

遠藤薫理（税務課／主事）、荒井由紀（保健福祉課／保健師）、菅野ゆづき（第２保育所／保育士）、飯絢（岩江幼
稚園／保育士）、渡邉一輝（建設課／副技師）、加藤太郎（建設課／副技師）、武田修一（教育課／主事）、過足征子（児
童生活センター再任用／主査）、眞田晴信（財務課／課長 福島県より派遣）

新採用

退　職

滝波廣寿、過足征子、三瓶美咲、矢吹卓也、佐藤保良（福島県復帰）

（４月１日付）

（3 月 31 日付）

派　遣

影山明男（田村広域行政組合）、遠藤宏子（社会福祉協議会）、佐藤光将（福島県）

○● 夏の軽装運動を実施します ●○
　省エネ対策の一環として、5 月 1 日から 10 月下旬までの間、職員の軽装（ノーネクタイ）運動を実施します。
　また、冷房の室内温度を高めに設定しますので、ご理解とご協力をお願いします。
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公共施設整備班

子育て支援 菊田誠子

藤井　康

伊藤佳子、増子房代、近内文、松崎浩仲、千葉大知 62-0055

佐藤公江第２保育所
新野久美子、鈴木佑季子、栁田陽子、高玉英恵、武内久美子、
橋本真理、中川詩織、緑川奈津美、白籏佳苗、菅野ゆづき 62-2748

志賀真理子北保育所 三輪美奈、渡辺幸、　野琴恵 62-4133

岩江幼稚園

新野美希子

隂山由美子

中郷幼稚園 工藤綾子、吉田尚、井出知里

024-956-2727

62-2875

保育 渡辺里美、松﨑理香 62-0055

大内江利子、大石美香、杉内いちご、吉田淳美、
飯絢

産業課
課長　新野徳秋

農　林

大内広三

佐久間島宏

商工観光

桑原弘美、渡辺祥生、伊藤崇文、影山貴啓、遠藤瞳

大見友和、杉原美里、桑原渉、今泉拓朗

62-2112

62-3960

農業委員会 農業委員会事務局 菊田久光 62-2112

課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

庶　務

自治防災

今泉喜徳

鴫原健二

文書情報

橋本　勝

竹之内千智、橋本和宜、滝田富崇

林有希奈、内野雅大

宗像久美子、岩崎竜也、佐久間達意

総務課
課長　伊藤　朗

財務課
課長兼
公共施設整備班長
眞田晴信

62-2111

62-8125

62-1114

財務

佐久間正浩

佐久間　貴

管理契約

宗像哲志、 岩崎友也

増子未咲

62-2132

62-2132

住民課
課長　遠藤信行

住　民

根本義己生活環境

佐久間薫、藤橋優美子、鈴木美香、渡部薫、永井雄人

本田侑、本田圭佑、本田一真

62-8126

62-2147

税務課
課長　佐久間孝夫

課　税

荒井公秀

儀同佐江子

収　納 遠藤薫理、黒澤弘樹

62-8127

62-2136

保健福祉課
課長　佐久間美代子

社会福祉 伊藤晴之

高齢者福祉 魵澤ルミ子、矢吹和枝、宗像雄也

62-3166

62-3166

健康づくり 大須賀美和、髙橋朋子、荒井由紀

小林　学国保医療 人見千佳子、厚海千加子

62-3166

62-3166

志田公美

遠藤　晃

橋本加代子

松崎俊介、平野大介、佐川恵理

根本文子、木次谷真実、高橋瑛梨奈、横田涼、冨塚俊樹

（眞田晴信） 62-2132

企画政策課
課長　影山敏夫

62-1122企画政策 渡辺　淳 大貫健一、佐久間佑樹、星綾子

子育て支援課
課長　影山清夫

（佐久間正浩）、（宗像哲志）、（増子未咲）

平成 30年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図
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愛姫生誕 450 年記念

◆ 日　　時　4月 7日（土）～ 5月 13日（日）

　　　　　 午前 9時～午後 4時 30分

　　　　　 ※ 5 月 7 日は休館日

◆ 入 館 料　 一般・大学生：500円

　　　　　　小中高校生 250円

「陽徳院 愛姫」   

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

愛姫の生誕を記念して植えられたのではない
かとも考えれれる推定樹齢450年の「福聚寺の
桜」。「愛姫桜」とも呼べるものかもしれない。

陽徳院様夢想之書付
三春町歴史民俗資料館に収蔵されているレプリカ
（本書は一関市博物館で所蔵されている。）

                                       

◆ 展示解説　4月 7日・ 2 1 日、 5月 1 2 日（土）
　　　　   午後 2時～ 3時（入館料が必要です）

◆ 歴史講座　◇ 第 1回　 4月 2 1 日（土）
　　　　　　　　　　午前 1 0 時～午後 0時「愛姫の時代」
         ◇  第 2回　 4月 2 8 日（土）
　　　　　　　　　   午前 1 0 時～午後 0時「愛姫の手紙」
             ◇ 場　所　歴史民俗資料館研修室
             ◇ 定　員　 3 0 名（事前にお申し込みください）

　いよいよ4月7日から愛姫の特別展が開催となります。今回の展示では、松島・瑞巌寺の陽徳院の木像や画
像、宇和島伊達家に伝わる琵琶などのほかに、現在確認できる愛姫直筆の手紙4通のうち3通の原本と、1通
の写真を展示するなど、愛姫に関係する資料を可能な限り集めました。また、展示解説や歴史講座も開催し
ますので、ぜひこの機会にご観覧ください。

 
  

その女性の名は「あいひめ」
ではなく「めごひめ」。

愛姫特設 WEB サイト

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

http://miharu-megohime.com
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愛姫 YEAR!
2018
愛姫 YEAR!

第
五
回  

政
宗
の
三
春
城
入
城
と
南
奥
制
覇

第
五
回  

政
宗
の
三
春
城
入
城
と
南
奥
制
覇

四
季
め
ぐ
る
三
春
城
下
町
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー・特
別
展「
陽
徳
院 

愛
姫
」

四
季
め
ぐ
る
三
春
城
下
町
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー・特
別
展「
陽
徳
院 

愛
姫
」

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX62-3300
　　　　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953

　

伊
達
家
の
当
主
と
な
っ
た
翌
年
の
天
正
13

（
１
５
８
５
）
年
、
政
宗
は
雪
が
解
け
る
と
檜
原

へ
攻
め
込
み
、
会
津
の
芦
名
氏
と
の
戦
い
が
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
田
村
清
顕
か
ら
塩
松
の
大

内
定
綱
退
治
を
要
請
さ
れ
る
と
、
８
月
に
は
小

手
森
城
を
攻
略
し
塩
松
を
手
中
に
収
め
、
さ
ら

に
二
本
松
へ
と
向
か
い
ま
す
。
政
宗
の
攻
撃
を

恐
れ
た
二
本
松
城
主
・
畠
山
義
継
は
、
10
月
に

政
宗
の
父
・
輝
宗
の
元
へ
投
降
し
ま
す
が
、
逆

に
輝
宗
を
拉
致
し
た
た
め
、
政
宗
と
乱
戦
に
な

り
、
輝
宗
・
義
継
と
も
討
死
し
ま
し
た
。
政
宗

は
父
の
仇
打
ち
と
し
て
二
本
松
城
を
包
囲
し
ま

す
が
、
救
援
に
来
た
佐
竹
・
芦
名
氏
ら
の
大
軍

と
人
取
橋
（
本
宮
市
）
で
激
戦
と
な
り
、
辛
う

第
五
回  

政
宗
の
三
春
城
入
城
と
南
奥
制
覇

　

愛
姫
が
米
沢
城
の
伊
達
家
に
嫁
い
だ
の
ち
、
愛
姫
の
父
で
あ
る
三
春
城
主
の
田
村
清
顕
が
急
死
。

田
村
家
家
中
が
伊
達
派
・
相
馬
派
で
対
立
し
、
そ
の
混
乱
を
治
め
る
た
め
、
政
宗
が
三
春
城
に
入
城

し
ま
す
。
連
載
５
回
目
は
、
事
実
上
、
三
春
が
伊
達
領
と
な
り
、
政
宗
が
南
奥
を
制
覇
し
て
い
く
時

代
に
つ
い
て
で
す
。

政
宗
の
南
奥
制
覇

じ
て
大
敗
を
免
れ
た
政
宗
は
、
小
浜
城
で
年
を

越
し
ま
す
。

　

翌
年
も
政
宗
は
二
本
松
城
を
取
り
囲
み
、
畠

山
家
中
を
少
し
ず
つ
取
り
崩
し
ま
す
。
そ
し
て
、

相
馬
義
胤
の
仲
介
で
、
義
継
の
遺
児
・
国
王
丸

が
７
月
に
会
津
へ
退
出
す
る
こ
と
で
安
達
郡
を

収
め
、
久
し
ぶ
り
に
愛
姫
の
待
つ
米
沢
に
凱
旋

し
ま
す
。
し
か
し
、
11
月
に
は
田
村
清
顕
が
急

死
し
、
田
村
家
中
は
未
亡
人
の
喜
多
を
中
心
に
、

田
村
月
斎
・
梅
雪
斎
・
右
衛
門
、
橋
本
刑
部
の

四
宿
老
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
重
要
案
件
は
政
宗

に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
末
に
芦
名
亀
王
丸
が
夭
逝
し
た
た
め
、

翌
年
、佐
竹
家
か
ら
義
広
が
養
子
に
入
り
、芦
名
・

佐
竹
家
が
一
体
化
し
ま
す
。
田
村
家
で
は
、
月

斎
、
刑
部
ら
伊
達
派
と
梅
雪
斎
、
右
衛
門
ら
相

馬
派
が
対
立
し
、
政
宗
夫
妻
が
不
仲
だ
と
い
う

噂
を
聞
い
た
喜
多
も
実
家
の
相
馬
派
に
傾
き
ま

す
。
そ
し
て
天
正
16
年
、
相
馬
義
胤
が
叔
母
で

あ
る
喜
多
へ
の
面
会
と
称
し
て
三
春
城
入
城
を

図
り
ま
す
が
、
橋
本
刑
部
の
機
転
で
阻
止
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
政
宗
は
佐
竹
・
芦
名
連
合
軍

【勢力図の変化】

天正年間初期頃（1570 年代前半）

天正 17 年（1589 年）摺上原の合戦前

天正 18 年（1590 年）奥羽仕置前

と
の
郡
山
合
戦
を
終
え
る
と
三
春
に
入
り
、
喜

多
を
船
引
へ
、
梅
雪
斎
、
右
衛
門
ら
を
小
野
へ

下
し
、
清
顕
の
甥
・
宗
顕
を
三
春
城
代
に
し
て
、

三
春
は
事
実
上
、
伊
達
領
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
年
、
相
馬
・
岩
城
・
佐
竹
氏
ら
が
一
斉
に

田
村
領
に
攻
め
込
み
、
夏
ま
で
に
門
沢
・
大
平
・

常
葉
城
ま
で
が
落
と
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

政
宗
は
摺
上
原
で
芦
名
義
広
を
破
っ
て
会
津
を

占
領
し
、
さ
ら
に
政
宗
の
伯
母
・
大
乗
院
が
籠

る
須
賀
川
城
を
攻
め
落
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
年
末
ま
で
に
石
川
・
白
河
・
岩
城
氏
も

配
下
に
加
え
て
南
奥
羽
を
制
覇
し
、
愛
姫
た
ち

も
黒
川
（
後
の
若
松
）
城
に
移
っ
て
天
正
18
年

の
正
月
を
迎
え
ま
す
。
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愛姫生誕 450 年記念

◆ 日　　時　4月 7日（土）～ 5月 13日（日）

　　　　　 午前 9時～午後 4時 30分

　　　　　 ※ 5 月 7 日は休館日

◆ 入 館 料　 一般・大学生：500円

　　　　　　小中高校生 250円

「陽徳院 愛姫」   

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

愛姫の生誕を記念して植えられたのではない
かとも考えれれる推定樹齢450年の「福聚寺の
桜」。「愛姫桜」とも呼べるものかもしれない。

陽徳院様夢想之書付
三春町歴史民俗資料館に収蔵されているレプリカ
（本書は一関市博物館で所蔵されている。）

                                       

◆ 展示解説　4月 7日・ 2 1 日、 5月 1 2 日（土）
　　　　   午後 2時～ 3時（入館料が必要です）

◆ 歴史講座　◇ 第 1回　 4月 2 1 日（土）
　　　　　　　　　　午前 1 0 時～午後 0時「愛姫の時代」
         ◇  第 2回　 4月 2 8 日（土）
　　　　　　　　　   午前 1 0 時～午後 0時「愛姫の手紙」
             ◇ 場　所　歴史民俗資料館研修室
             ◇ 定　員　 3 0 名（事前にお申し込みください）

　いよいよ4月7日から愛姫の特別展が開催となります。今回の展示では、松島・瑞巌寺の陽徳院の木像や画
像、宇和島伊達家に伝わる琵琶などのほかに、現在確認できる愛姫直筆の手紙4通のうち3通の原本と、1通
の写真を展示するなど、愛姫に関係する資料を可能な限り集めました。また、展示解説や歴史講座も開催し
ますので、ぜひこの機会にご観覧ください。

 
  

その女性の名は「あいひめ」
ではなく「めごひめ」。

愛姫特設 WEB サイト

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

http://miharu-megohime.com

 

 
 

愛姫生誕 450 年記念

陽徳院 愛姫
　愛姫の特別展を開催しています。今回の展示では、松島・
瑞巌寺の陽徳院の木像や画像、宇和島伊達家に伝わる琵琶
などのほかに、現在確認できる愛姫直筆の手紙 4 通のうち
3 通の原本と、1 通の写真を展示するなど、愛姫に関係す
る資料を可能な限り集めました。また、展示解説も開催し
ますので、ぜひ、この機会にご観覧ください。
◆ 日　　時　5 月 13 日（日）まで
　　　　　　 午前 9 時〜午後 4 時 30 分※ 5 月 7 日は休館日
◆ 入 館  料　一般・大学生：500 円　小中高校生：250 円
◆ 展示解説　5 月 12 日（土）
　　　　　　 午後 2 時〜 3 時（入館料が必要です）

問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953

愛姫生誕 450 年記念

四季めぐる
三春城下町
スタンプラリー

　平成 30 年は伊達政宗の正室である三春出身の愛
姫（めごひめ）生誕 450 年の年に当たります。愛
姫が愛した「桜と歴史と文化の城下町三春」を里
帰りした愛姫の気分で四季折々散策してみてはい
かがでしょうか。
季節ごとの押印で、四季それぞれのイメージでデザインされた

パーフェクト賞を達成した方には

　愛姫タペストリーをプレゼント！もれ
    なく

スタンプラリー実施期間

景品
　季節ごとのイメージでデザインされた愛
姫オリジナルグッズをその都度差し上げま
す。すべてのスタンプ押印をクリアし、見
事パーフェクト賞を達成した方には愛姫タ
ペストリーをもれなくプレゼントします。

参加方法
　参加条件はスタンプラリーの台紙を
持っていることです。カラーコピーなど
の複製は認めておりませんのでご注意
ください。夏・秋・冬は「三春きたまち
蔵（三春町字北町 10）」で押印のうえ景
品をお渡しします。
　冬の押印時にすべての季節をクリア
していた場合は、その場で冬の景品と
パーフェクト賞を差し上げます。

春

夏

秋

冬

4 月～ 6 月（花かご）

7 月～ 9 月（三春きたまち蔵）

10月～12月（三春きたまち蔵）

1 月～ 2 月（三春きたまち蔵）
2019 年

「愛姫オリジナルグッズ」を差し上げます。

春の景品はこちら！（春バージョン愛姫クリアファイル）

問　産業課　商工観光グループ
　　☎ 62-3960　FAX62-3300

愛姫（めごひめ）キャラクターデザイン

貞本義行×アラキマリ

2019 年
3月末まで実施中

17



家屋にかかる平成 30年度固定資産税
評価替えのお知らせ

　固定資産税は、毎年 1 月 1 日現在に土地・家屋・償却資産を所有する方に納めていただく市町村税です。固定
資産税の適正な課税のため、土地と家屋については、三年に一度、評価額の見直しを行う評価替えを実施しており、
平成 30 年度は評価替えの年度にあたります。平成 30 年度の家屋にかかる評価替えについては、通常の評価替え
の他、次のとおり評価額の見直しを行います。

内容
減
点
補
正
率

被災程度に応じた補正率 ① 未修繕 ② 修繕済

全　　　壊
大規模半壊
半　　　壊

木造：0.40　非木造：0.3895

木造：0.55　非木造：0.5930

年度 平成24年度～平成29年度（見直し前） 平成30年度～（見直し後）

これまでの補正率（左
の表のとおり）を継続
し適用します。

木造、非木造：0.90※

木造：0.75　非木造：0.7965

問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127　FAX62-5155

※ 修繕が完了した家屋でも、震災前の状態へ完全に回復するには至らないことを考慮し、補正率 0.90（減額割合
　 10％）として評価額を算定します。

【東日本大震災および原子力発電所事故による評価額の補正について】
　平成 23 年 3 月に発生した震災および原発事故により、三春町においても全町的に大きな被害を受けました。三
春町では総務省からの通知に基づき、震災当時に存在した家屋について、平成 24 年度評価替えから次のような補
正を適用しました。

（１） 半壊以上の判定を受けた家屋の評価額
　　 ＝　A 予定価格　×　B 震災による損耗減点補正率　×　C 原子力災害による損耗減点補正率
　　 ＝　A　×　B（損壊の程度に応じた一定率）×　C（0.70）

（２） （１）以外の全ての家屋の評価額
　　 ＝　A 予定価格　×　C 原子力災害による損耗減点補正率
　　 ＝　A　×　C（0.70）
　今回の評価替えでは、上記の補正について見直しを行います。

◆ B 震災による損耗減点補正率について
　震災により半壊以上のり災判定を受けた家屋について、損壊の程度に応じて一定の補正率を適用しています。震
災から 7 年が経過し、修繕が進んでいる状況にあることから、補正率が適用された家屋の所有者に対し、平成 29
年 10 月 6 日付けで修繕状況調査を行いました。修繕状況により、補正率を次のように見直します。

◆ C 原子力災害による損耗減点補正率について
　平成 24 年度評価替え時点で存在した家屋については、これまで原子力災害による影響を考慮した減点補正率
0.70（減額割合 30％）を適用していました。このことについて、平成 29 年度までに住宅・生活圏・田畑の除染
が全町で終了したことから、平成 30 年度評価替えより補正率を適用しないこととします。なお、近隣の自治体に
おいても同様に適用が解除されます。

　御木沢地区の志賀ヨシ子さんに代わり、新たに西野雄一
郎さんが厚生労働大臣から委嘱されました。
　任期は平成 31 年 11 月 30 日までです。

民生委員・児童委員の
交代がありました

委嘱状交付のようす西野雄一郎さん
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５
月
か
ら
『
け
ん
し
ん
』
が
始
ま
り
ま
す

　

け
ん
し
ん
対
象
の
方
に
４
月
中
旬
に
お
送
り
し
た
、「
受
診
録
」「
三
春
町
成
人
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
を
同
封
し
た
案

内
（
黄
緑
色
の
封
筒
）
や
受
診
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
ご
確
認
の
上
、
あ
な
た
と
家
族
の
た
め
の
「
け
ん
し
ん
」
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
案
内
通
知
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
案
内
は
40
歳
か
ら
79
歳
の
方
と
、
80
歳
以
上
の
前
年
度
受
診
者
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ご
案
内
が
届
か

な
い
方
は
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 総合集団けんしん日程表
　 受付時間　午前 7 時 30 分～ 9 時

保健センター
保健センター
保健センター
岩江センター
岩江センター
八島台集会所

５月  7日（月）
５月  8日（火）
５月  9日（水）
５月10日（木）
５月11日（金）
５月14日（月）

実施日 会場

◆ 子宮頸がん・骨粗しょう症検診（予約不要）
実施日 会場 受付時間

午後1時30分～2時保健センター

岩江地区防災
コミュニティセンター5月18日（金）

午前8時30分～９時30分

◆ 乳がん検診（完全予約制）

実施日 会場 受付時間
5月16日（水）
 5月20日（日）
 6月  2日（土）
 6月  3日（日）
 6月  9日（土）

保健センター

午前9時
午前10時
午後1時30分
午後2時30分

岩江地区防災
コミュニティセンター

※ 対象地区以外でも都合の良い日を選び、
　 予約なしで受診できます。

＊平成 29 年度対象で未受診の方も受けることが
　できます。お問い合わせください。

＊平成 29 年度対象で未受診の方も受けることが
　できます。お問い合わせください。

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

５
１
１
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

「子育て世代包括支援センター」の愛称を募集します
　町では、妊娠・出産・子育ての相談窓口として、子育て支援課内に「子育て世代包括支援センター」を開
設します。
　そこで、センターをより多くの方に知ってもらい、子育て世代の方はもちろん、町民の皆さまに気軽に立
ち寄ってもらえるよう、「明るく」「親しみやすく」「覚えやすい」愛称を募集します。たくさんの応募をお待
ちしています。採用された方には、ささやかな記念品を贈呈します。
▶ 募集期間　5 月 1 日（火）〜 15 日（火）
▶ 応募方法
　用紙に、①センターの愛称（よみ）、②愛称に込めた思いや意味、③住所、④氏名、⑤電話番号をご記入の上、
応募箱に投函するか、電話・FAX または E メールで子育て支援課へご応募ください。
※ 応募箱は、子育て支援課窓口に設置してあります。
※ 愛称は、子育て支援課で審査の上決定し、後日「広報みはる」などで発表します。

応募・問い合わせ先　子育て支援課（保健センター内）
　　　　　　　　　　☎ 62-0055　FAX62-3232
　　　　　　　　　　E-mail：kosodateshien@town.miharu.fukushima.jp
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Find ！三春
愛姫生誕 450 年記念 伊達政宗の軌跡を歩こう！

　愛姫の夫、伊達政宗公が三春町に滞在していた時の軌跡を学芸員の解説を聞きながら散策してみませんか？
　散策の後は伊達政宗が当時食べていたとされる食事をとり、最後に歴史民俗資料館特別展「陽徳院愛姫」で締め
くくるアカデミックな休日をお楽しみあれ。

◆ 対象者　町内において分譲を目的として住宅団地を造成する事業者等。
◆ 奨励金の額

（１）住宅団地の 1 区画当たり 30 万円（上限は 300 万円）
◆ 主な要件

（１）住宅団地の区画数が、3 区画以上であること。
（２）住宅団地の予定建築物が、一戸建て専用住宅または併用住宅であること。
（３）1 区画当たりの面積が 165 ㎡以上であること。
◆ 申込期限　平成 30 年 9 月 28 日（金）
◆ 申請方法
　建設課建築グループ備え付けの「三春町宅地造成事業奨励金交付事前協議書」（町ホームページからもダウンロー
ドできます）。に必要書類を添付して事前に協議してください。郵送での受付は行いません。

問い合わせ先　建設課　建築グループ　☎ 62-2113　FAX62-3300

三春町宅地造成事業奨励金

◆ 対象者　町内外にお住まいの方で、町内の建築業者を利用して、自己所有の住宅を新築した方。
◆ 奨励金の額および内容
◇ 基本額　20 万円（うち 3 万円分は商品券等）
◇ 加算額　18 才以下の子ども 1 人につき 10 万円
　　　　　 町外からの移住者　10 万円
※ ただし基本額と加算額の合計の限度額は 40 万円
※ 上記に加え、福島県の「きて ふくしま住宅取得支援事業」に該当する場合は、最大 57 万円が加算されます。
◆ 主な要件

（１）新築した住宅（増築、修繕は不可）であること。
（２）建築基準法の規定による検査済証の発行年月日が、奨励金申請日の過去 6 か月以内であること。
（３）自己の居住の用に供し、延べ床面積が 55 ㎡以上の住宅であること。
（４）居住の用に供する部分の請負工事代金が 500 万円以上の住宅であること。
（５）事業完了後、5 年以上交付対象住宅に居住すること。（住民票の提出を求めます）
（６）市町村民税等の滞納がないこと。
◆ 申込期限　平成 31 年 3 月 29 日（金）
◆ 申請方法
　建設課建築グループ備え付けの申請用紙に必要書類を添付して申請してください（町ホームページからもダウン
ロードできます）。郵送での受付は行いません。

三春町定住促進住宅取得奨励金

問い合わせ先　（株）三春まちづくり公社 観光部　☎ 62-3690
　　　　　　　※ お申込み、お問い合わせは電話でのみ受付します。

◆ 日時　平成 30 年 5 月 12 日（土）　午前 9 時〜午後 1 時 30 分
◆ 集合　三春交流館「まほら」（三春町字大町 191）
◆ 定員　15 名（最少催行人数 10 名）
◆ 料金　大人 2,000 円
◆ 持ち物　飲み物、タオル
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建設課建築グループより
各種補助金に関するお知らせ

◆ 対象者
（１）町内外にお住まいの方で、町内の空き家を改修し、町に定住、移住する方。
（２）町内外にお住まいの方で、町内の空き家を除却し、新たに新築して町に定住、移住する方。
◆ 対象となる工事等および補助金の額

（１）空き家を改修する工事　対象費用の 2 分の 1 の額以内（上限は 150 万円）
（２）空き家の改修に併せて実施するハウスクリーニング等　対象費用の合計金額以内（上限は 40 万円）
（３）空き家を除却する工事（除却後の住宅建築が条件となります。）
　  　町の補助単価（14,000 円／㎡）に空き家の床面積を乗じて得た額以内
　  　ただし、実際の費用が補助単価を下回る場合はその額（上限は 250 万円）
◆ 主な要件

（１）町内の事業者が改修工事または除却工事を行うものであること。
（２）事業完了後、5 年以上交付対象住宅に居住すること。（住民票の提出を求めます）
（３）市町村民税等の滞納がないこと。
（４）平成 31 年 3 月末までに事業が完了するものであること。
◆ 申込期限
 　平成 30 年 9 月 28 日（金）
◆ 申請方法
　建設課建築グループ備え付けの「三春町空き家改修等及び空き家除却事業実施計画書」に必要書類を添付して申
請してください（町ホームページからもダウンロードできます）。郵送での受付は行いません。

◆ 対象者
 　町内の土地を活用し、賃貸住宅を建設する方。
◆ 奨励金の額
◇ 間取に応じた奨励金

（１）1 戸当たり居間が 1 部屋（1K など）の間取りの場合、20 万円／戸 × 戸数
（２）1 戸当たり居間が 2 部屋（1LDK など）の間取りの場合、20 万円／戸 × 戸数
（３）1 戸当たり居間が 3 部屋以上（2LDK など）の間取り場合、30 万円／戸 × 戸数
◇ 固定資産税相当額の奨励金
　上記の補助を受けた賃貸住宅に対する固定資産税相当額を最初の課税年度から 10 年間、奨励金として交付します。
◆ 主な要件

（１）市町村民税等の滞納がないこと。
（２）平成 31 年 2 月末までに事業が完了するものであること。
◆ 申込期限
 　平成 30 年 9 月 28 日（金）
◆ 申請方法
　建設課建築グループ備え付けの「三春町賃貸住宅建設促進事業実施計画書」に必要書類を添付して申請してくだ
さい（町ホームページからもダウンロードできます）。郵送での受付は行いません。

空き家改修等及び空き家除却事業補助金

三春町賃貸住宅建設促進事業奨励金

　町では、町民の皆さんや町外から移住される方が、三春町に長く住み続けられるように、住居に関
するさまざまな補助金や奨励金の交付を行っていますので、どうぞご活用ください。
　ただし補助金や奨励金は町の予算の範囲内で交付します。
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若
い
力
を
地
域
か
ら
　
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

平
成
30
年
度
三
春
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
４
月
２

日
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
町
長
か
ら
石
井
団
長
に
再
任
辞
令
が
交
付

さ
れ
、
次
に
再
任
す
る
赤
井
副
団
長
、
村
上
本
部
分
団

長
、
３
月
末
で
退
団
す
る
退
団
者
、
幹
部
へ
の
昇
任
者
、

新
入
団
者
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
長
年
、
地
域
の

要
と
し
て
消
防
団
活
動
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
入
団
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

若
い
力
で
先
輩
団
員
と
共
に
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た

め
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

三
春
町
消
防
団
で
は
、
日
中
の
地
域
防
災
力
を
強
化

す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
三
春
分
団
所
属
の
有
事
対
応

機
能
別
消
防
団
員
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に

沢
石
分
団
所
属
の
有
事
対
応
機
能
別
消
防
団
員
を
発
足

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

辞令を交付された新入団員

赤
井
副
団
長
、
村
上
本
部
分
団
長

消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章
受
章

　

三
春
町
消
防
団 

赤
井
幸
夫
副
団
長
、
村
上
輝
男
本
部

分
団
長
が
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

さ
れ
、
３
月
20
日
、
福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ

た
伝
達
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

赤
井
副
団
長
は
昭
和
63
年
に
、
村
上
本
部
分
団
長
は

昭
和
61
年
に
消
防
団
に
入
団
し
て
以
降
、
積
極
的
に
消

防
活
動
を
行
う
と
と
も
に
部
下
団
員
の
指
導
育
成
に
努

め
ら
れ
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ご
受
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受章した赤井副団長（前列右端）、村上本部分団長（前列左端）

放
課
後
支
援
事
業
の
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
が
開
所
し
ま
し
た
！

▼ 

問　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
62︲

８
６
６
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

８
６
６
９

　

４
月
３
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に

お
い
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
管

理
員
・
活
動
指
導
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
打

合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
の
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
が
４

月
９
日
か
ら
順
次
開
所
し
ま
し
た
。
新
入
生

も
下
校
指
導
後
か
ら
加
わ
り
、
ま
ほ
ら
っ
こ

教
室
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
児
童
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
、
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

委嘱状交付式のようす

まほらっこ教室開所式のようす（中妻教室）
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町民パソコン講座受講者募集
　三春交流館「まほら」で、三春町パソコン講座連絡協議会による、初心者・高齢者向けのパソコン講座を開催し
ます。初めてパソコンを使う方、ワード・エクセルを使ってみたい方、以前学習したことがあるけれど分からなかっ
た方などのための、基礎の基礎を学ぶ講座です。
◎ はじめてさわるパソコン講座≪夜の部≫（4 日間）　電源の入れ落とし、マウスの使い方、文字入力と変換など
▶ 日時　6 月 6 日（水）、8 日（金）、12 日（火）、14 日（木）　午後 6 時 30 分〜 8 時 30 分
▶ 募集人員　5 名
▶ 参加費　2,000 円＋テキスト代金 1,080 円
◎ 初心者向けワード講座≪夜の部≫（4 日間）　ワードを使って、簡単な文書を作ります。
▶ 日時　6 月 20 日（水）、22 日（金）、26 日（火）、28 日（木）　午後 6 時 30 分〜 8 時 30 分
▶ 募集人員　５名
▶ 参加費　2,000 円＋テキスト代金 1,296 円
◎ 初心者向けエクセル講座≪夜の部≫（4 日間）
　エクセルで表を作り、レイアウトを整え簡単な自動計算を作ります。
▶ 日時　7 月 4 日（水）、6 日（金）、10 日（火）、12 日（木）
　午後 6 時 30 分〜 8 時 30 分
▶ 募集人員　5 名
▶ 参加費　2,000 円＋テキスト代金 1,296 円
☆ 5 月 30 日（水）までに三春交流館「まほら」窓口へ、参加費を添えて申し込ん
　 でください。
☆ 講師の補助をしていただくボランティアも募集しています。

申込・問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

5月 31日は世界禁煙デーです
　5 月 31 日からはじまる 1 週間は禁煙週間となっており、「2020 年、受動喫煙のない社会を目指して〜たばこの
煙から子ども達を守ろう〜」をテーマとしています。保健センターにおいて禁煙健康相談を実施します。ご自分や
家族、社会の健康のため、この機会に禁煙にチャレンジしてみませんか。

18%

28%54%
肺がん

虚血性心疾患

脳卒中

14%

35%51%

肺がん
虚血性心疾患
脳卒中
乳幼児突然死症候群

肺がん

虚血性心疾患

脳卒中

14%

35%51%

男性　4,523 人

受動喫煙で年間15,000人もの人が死亡しています（厚生労働省「タバコ白書2016」）

　この 15,000 人の多くは、家族や職場のタバコが原因であり、男性より女性の方が 2 倍以上多くなっています。
乳幼児突然死症候群（年間約 150 人）の半数は親のタバコが原因です。

2,484 人
4,459 人
8,014 人

73 人

≪男女合計≫

合計　約 15,000 人

女性　10,434 人

申込・問い合わせ先　保健福祉課　健康づくりグループ　☎ 62-5110　FAX62-0202

◎ 禁煙健康相談日
▶ 日時　5 月 31 日（木）・6 月 4 日（月）・5 日（火）　午前 9 時〜午後 5 時
▶ 場所　保健センター 相談室
▶ 内容　健康相談、肺年齢測定、一酸化炭素濃度測定
▶ 申込　事前にご予約ください。

※ 受動喫煙とは ?
　本人は喫煙したくなくても身
の回りのたばこの煙を吸わされ
てしまうこと。
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　3 月 22 日、第一保育所では 4 月から小学生になる年長児を対象に交通安全教室が開催されました。子どもたちは、
小雨の降るなか通学の練習として実際に道路に出て道路の歩き方や横断歩道の渡り方を練習しました。

　4 月 10 日、三春中学校では、JA 福島さくら主催の自転車交通安全教室が開催されました。教室では、プロのス
タントマンによる実際にあった事故を再現しながら行われ自転車は、被害者にも加害者にもなることを学びました。
教室を通じて、より一層交通安全の意識が高まりました。

子どもの交通事故に注意しましょう！
　5 月～ 7 月に小学生の交通事故が増加する傾向となっています。これは、4 月に新学期を
向かえた後の " 慣れ " による油断が事故につながるという理由があります。
　今一度、ご家庭での交通安全指導をよろしくお願いします。そして車を運転するドライバー
もより一層の安全運転を心がけるようお願いします。

交通安全教室が開催されました

JGAP 認証取得報告会 　4 月 9 日、貝山地区の農業法人である「OFs-Link」の大内俊昌
代表取締役と「M&A ふぁーむ・わたなべ」の渡辺俊史取締役より、
町長へ JGAP 認証取得の報告がありました。
　JGAP 認証とは、農産物の安全性を確保するため、約 120 項目
以上の農業の生産工程を文書により管理し、第三機関による審査
を経て受けることができるもので、田村地域で初めての取得とな
ります。三春町の農業の振興のため、両法人がさらに発展するこ
とに期待します。
　なお、両社の認証取得品目は以下のとおりです。

JGAP認証取得を報告した大内代表取締役
（左から 3人目）と渡辺取締役（左から 4人目）

◆ OFs-Link　きゅうり、トマト、かぶ
◆ M&A ふぁーむ・わたなべ　菌床しいたけ
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狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
） 

の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
各
地
区
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
を
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で

も
自
由
に
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
注
射
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
と
時
間
や
会
場
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

登
録
済
み
の
方

　

通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

当
日
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽ 

料
金　
３
、２
０
０
円
（
注
射
料
２
、６
５
０

　

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▼ 

未
登
録
の
方

　

集
合
注
射
会
場
で
登
録
が
で
き
ま
す
が
、

込
み
具
合
に
よ
り
少
し
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

料
金　
６
、２
０
０
円
（
登
録
手
数
料

　

３
、０
０
０
円
、
注
射
料
２
、６
５
０
円
、

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▼ 

注
意
事
項　

　

ふ
ん
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う
、
シ
ャ
ベ

ル
、
袋
等
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
該

当
す
る
場
合
は
、
注
射
が
打
て
ま
せ
ん
。

（
１
）
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
な
も
の
。

（
２
）
過
去
に
予
防
接
種
な
ど
に
よ
り
異
常

　

を
お
こ
し
た
も
の
。

（
３
）
犬
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
時
。

▼ 

そ
の
他

　

犬
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
先

生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
集
合

注
射
で
予
防
注
射
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

は
、
動
物
病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
鑑
札
お
よ
び
注
射
済
票
の
交
付
は
、

役
場
住
民
課
窓
口
の
ほ
か
「
さ
く
ら
動
物
病

院
」
で
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▶ 狂犬病予防注射日程

問　住民課 生活環境グループ
　　　☎ 62-2147
　　FAX62-5155

南成田集会所

沢石会館
要田交流館大平荘

駅前集会所

山田集会所

岩江地区防災コミュニティセンター前

下舞木集会所

下舞木南部集会所
ＪＡ福島さくら御木沢センター
中郷地区交流館
蛇石集会所
中妻地区交民館

貝山集会所

八島台集会所

三春町役場（さわやかトイレ前）

期　　日

8時30分～9時10分
9時30分～10時30分
10時50分～11時15分

11時30分～11時55分  

8時30分～9時10分

9時25分～10時15分

10時30分～11時20分

11時35分～12時
8時30分～9時15分
9時40分～10時20分

10時30分～11時

11時20分～12時

8時30分～9時30分

9時45分～10時40分

10時50分～12時

時　　間 場　　所

5月19日（土）

5月20日（日）

5月26日（土）

5月27日（日）

問　住民課 生活環境グループ
　　　☎ 62-2147
　　FAX62-5155

今月の表紙

　今回は第 3 回愛姫行列を取材しました。このイベ
ントは、華やかな衣装に身を包んだ「愛姫」たちが
町なかを練り歩くものです。
　今年は愛姫生誕 450 年記念の年ということもあ
り、参加された方は齢 12 にして伊達家へ嫁いだ愛
姫により一層思いを馳せていました。
　また、「さくらさくら」に合わせ披露された舞に
対し、観客からは温かい拍手が送られていました。
　取材にご協力いただいた皆さん、ありがとうござ
いました。
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研究の現場を見てみよう！

環境創造センターだより

● 問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
今回は日本原子力研究開発機構福島安全環境センターの齊藤宏さんです。

　原子力機構では、福島第一原子力発電所事故により環境中に
放出された放射性セシウムの分布、移動および被ばく線量評価
に係る調査研究を行ってきました。
　これらにより得られた成果を整理し、福島県の皆様が帰還さ
れるにあたり、一人一人の疑問や不安に答えることを目的に、
原子力機構福島部門のホームページに 3 月末に標記サイトをリ
ニューアル公開しました。
▶ ホームページ URL　http://fukushima.jaea.go.jp/QA/

○ 原子力機構福島部門ホームページへの「根拠情報 Q&A サイト」の公開

◎ 日本原子力研究開発機構　福島環境安全センター
 　環境動態研究グループ　齊藤 宏さん
　環境創造センターの開所時に福島県に参り、約 2 年になります。福島県が予想していた以
上に素晴らしい土地であることに感動するとともに、今後も様々なかたちで福島県や地元の
方々のため貢献したいとの想いを新たにしました。

コミュタン福島 5 月のイベント情報

環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
詳しくは 12 月に配付した「三春町町営バス時刻表（平成 30 年 1 月 4 日改正）」をご覧ください。

イベントの詳細はコミュタン福島ホームページをご覧ください。　http://www.com-fukushima.jp/

3日(木)・4日(金)

5日(土)・6日(日)

12日(土)・13日(日)

19日(土)・20日(日)

26日(土)・27日(日)

「コミュタン福島春フェス」サイエンス演芸師  善ちゃんのサイエンスショー
「風力発電を体験しよう！」（1日4回）

「液体窒素でひえひえ実験！」（1日3回）
「放射線を遮へいする物を探してみよう！」（1日3回）
「荷造りひもでおしゃれなかごをつくろう！」(1日4回)
「森のはたらきを調べよう！」(1日3回)
「紫外線で色が変わるアクセサリーをつくろう！」(1日4回)
「光でたくさん電気をつくろう！」（1日4回）
「新聞を使って切り絵をつくろう！」（1日3回）

イベント名

▶ 開催時刻　▷ 1 日 4 回　午前 10 時 30 分、午後 0 時、午後 1 時 30 分、午後 3 時
　　　　　　 ▷ 1 日 3 回　午前 11 時 15 分、午後 0 時 45 分、午後 2 時 15 分

恐竜の世界／マントルと地球の変動
※ 土日祝日および学校長期休暇中の上映となります。環境創造シアター国立科学博物館番組上映

　当サイトは、より多くの方に利用していただけるよう、より使いやすく、かつ分かりやすく見直しました。
例えば、詳しさの異なる複数の階層を設けるとともに、示されている成果の根拠である情報源へのリンク機能
を設けました。また、興味や必要に応じキーワード入力し検索ができる機能や、関連する重要な用語をまとめ
た用語集なども設けました。
　今後は、新たな成果を追加するとともに住民の方々や自治体のニーズを反映し本サイトの構成や内容を適宜
見直し、最適なものとしていく予定です。

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155
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平成30年
4月3日

平成30年
3月27日

1
2
3
4
5
6
7
8
９

10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
岩 江 小 学 校
御木沢小学校
中 妻 小 学 校
中 郷 小 学 校
沢 石 小 学 校
要 田 小 学 校
三 春 中 学 校
岩 江 中 学 校
岩 江 幼 稚 園
中 郷 幼 稚 園
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
三 春 幼 稚 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.08
0.10
0.11
0.09
0.09
0.08
0.09
0.10

（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.10）
（0.10）
（0.11）

0.10
0.09
0.09
0.11
0.08
0.09
0.08
0.09
0.11
0.09
0.10
0.09
0.11
0.10
0.10

（0.10）
（0.09）
（0.09）
（0.11）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.11）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.10）
（0.10）

平成30年
4月2日

平成30年
3月8日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.18
0.10
0.17
0.12
0.10
0.10
0.13
0.12
0.13
0.11 
0.11
0.15
0.09
0.12 
0.15
0.10
0.14

0.20
0.10
0.17
0.12
0.09
0.10
0.13
0.11
0.13 
0.10 
0.11
0.16
0.10
0.11 
0.15
0.10
0.14

公園中央
１ｍ高

0.09
0.10
0.07
0.10
0.14
0.10
0.09
0.12
0.10
0.11

1
2
3
4
5
6
7
8
９

10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
4月4日

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位は全てマイクロシーベルト
　／時間です。

● 問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.11
0.12
0.10
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.14
0.12
0.13

0.12
0.13
0.11
0.11

0.10
0.13
0.14
0.10

0.11
0.13
0.10
0.13

0.12
0.13
0.12
0.13

0.07
0.08
0.09
0.06

3月  7日
3月14日
3月21日
3月28日

測定日／測定点 ①
0.15
0.15
0.15
0.15
0.15

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.13
0.14
0.13
0.13

0.15
0.14
0.15
0.14
0.14

0.13
0.13
0.12
0.12
0.11

0.10
0.10
0.10
0.10
0.09

0.10
0.10
0.10
0.11
0.09

0.11
0.11
0.13
0.12
0.12

3月  1日
3月  8日
3月15日
3月22日
3月29日

測定日／測定点

①
0.10
0.10
0.10
0.09

② ③ ④
0.13
0.13
0.13
0.11

0.09
0.09
0.09
0.09

0.12
0.13
0.14
0.13

3月  5日
3月13日
3月19日
3月26日

測定日／測定点 ①
0.11
0.10
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.11
0.11
0.12

0.11
0.10
0.12
0.10

0.10
0.11
0.10
0.11

0.07
0.07
0.09
0.07

0.10
0.12
0.11
0.11

0.10
0.10
0.10
0.11

3月  5日
3月13日
3月19日
3月26日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場
①
0.09
0.10
0.12
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.11
0.11
0.10
0.07

0.10
0.11
0.10
0.10
0.09

0.16
0.17
0.19
0.18
0.17

0.13
0.15
0.15
0.16
0.16

0.11
0.10
0.10
0.11
0.10

0.10
0.11
0.11
0.10
0.12

3月  2日
3月  9日
3月16日
3月23日
3月30日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

①
0.11
0.11
0.10
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.10
0.12
0.11

0.09
0.10
0.10
0.11

0.11
0.11
0.12
0.09

0.11
0.12
0.10
0.08

0.10
0.10
0.10
0.12

0.10
0.11
0.11
0.10

3月  6日
3月13日
3月20日
3月27日

測定日／測定点

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。

※ 平成 30 年度から公園中央地上高１ｍ
　のみの測定となります。
※ 平成 30 年度から３か月に一度（6・
　9・12・3 月実施）の測定となります。

※ 主な施設の環境放射線量の測定は、地
　上１m で計測しています。

※ 町内小中学校等の環境放射線量の測
　定は、地上 1m、かっこ内は地上 50
　cm で計測しています。
● 問　教育課 学校教育グループ
　　　☎ 62-6310　FAX 62-6000

● 問　住民課 生活環境グループ
　　　 ☎ 62-2147　FAX 62-5155

● 問　建設課 都市グループ
　　　 ☎ 62-2113　FAX 62-3300
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外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

3月 9日～ 4月 8日に
寄附・ボランティア
していただいた方々
（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

 

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

 

栗
城
昱
（
栄
町
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

　

 

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

沢
石
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽ 

御
祭
む
つ
み
会

　

 

ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

貝
山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

　

 

愛
好
会

▽ 

三
春
盆
太
鼓
連

▽ 

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

大
内
正
子
（
八
幡
町
）

▽ 

大
越
瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

大
津
早
苗
（
八
島
台
）

▽ 

菅
野
ヨ
シ
子
（
鷹
巣
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▽ 

鈴
木
ノ
リ
子
（
八
島
台
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

村
上
き
ん
よ
（
八
島
台
）

★ 新病院長就任

▶ 診　療　科　外科・内科
▶ 外来診療日　▷ 外科　毎週土曜日午前　　▷ 内科　毎週金曜日午前・土曜日午前
▶ 就任あいさつ
　2018 年 4 月 1 日付で町立三春病院長を拝命いたしました。これまで 32 年間外科医師
として主に腫瘍外科を中心に臨床に携わってきましたが、今後は町内の先生方をはじめ関
係各位の皆様のご支援ご協力を賜りまして質の高い医療を提供し地域の皆様へお役に立て
ればと思う所存です。
　ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

新病院長　渡辺文明

★ 着任医師のご紹介

4 月 1 日より医師が着任しましたのでご紹介します。
▶ 診　療　科　内科
▶ 外来診療日　▷ 毎週木曜日午前・金曜日午前　　▷ 第 4 木曜日 ペースメーカー外来
▶ ひとこと
　4 月から三春病院に勤務することになりました。米沢から通勤しております。今までは
循環器を専門にしていました。よろしくお願いいたします。藤野彰久

★ 診療体制が変更になります
◎ 4 月 1 日より整形外科の診療体制が変更となっています。
　 変更後の診察日は火曜日（1 日）・木曜日（午前中）・金曜日（1 日）となります。
　 火曜日と金曜日は予約外の受診も可能です。
◎ 外来診療について、詳しくは病院ホームページに記載しております「外来診療担当医表」をご覧いただくか、
　 下記の電話番号までお問い合わせください。

新体制のもと、皆様の期待にお応えできますよう、職員一同務めてまいりますので、
変わらぬご支援の程よろしくお願い申し上げます。

オレンジカフェ☆さくら（三春病院）
　毎月第 1 木曜日に認知症カフェを開催しています。お茶を飲みながら楽しくお話ししませんか。
▶ 開催日時　5 月 10 日（木）　午前 10 時〜午後０時　「転倒予防について」
　　　　　　 6 月   7 日（木）　午前 10 時〜午後 0 時　「肺について（肺炎・禁煙）」
※ 5 月は第 1 木曜日が祝日のため、第 2 木曜日の開催となります。
▶ 場　　所　三春病院 1 階健診室前
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する 20 分程度のミニ講座
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関する相談は専門のスタッフが対応します。
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◆ 

平
成
30
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　

３
月
30
日
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
を

お
送
り
し
、
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
４
月
10
日
に
入
学
式
が
行
わ

れ
、
２
１
２
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

初
々
し
い
１
年
生
を
前
に
２
・
３
年
生
も
心

新
た
に
目
を
輝
か
せ
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
に
は
初
心
を
大
切
に
し
て
勉
学
や
部

活
動
な
ど
に
精
進
し
、
自
分
の
夢
や
希
望
、

そ
し
て
進
路
の
実
現
を
叶
え
ら
れ
る
一
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

教
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

◆ 

３
月
30
日
離
任
式

　

こ
れ
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

転
出
者

　

遠
藤　
　

孝 

事
務
長（
若
松
商
業
高
校
へ
）

　

添
田　

幸
枝 

教
諭
（
郡
山
高
校
へ
）

　

鈴
木　

圭
佑 

教
諭
（
平
工
業
高
校
へ
）

　

齋
藤　
　

靖 

教
諭（
好
間
高
校（
教
頭
）へ
）

　

阿
部　

哲
也 

教
諭
（
会
津
工
業
高
校
へ
）

　

大
北　
　

孝 

教
諭
（
県
立
美
術
館
へ
）

　

栁
沼
さ
お
り 

教
諭（
須
賀
川
桐
陽
高
校
へ
）

　

成
田　
　

梓 

寄
宿
舎
指
導
員

（
岩
瀬
農
業
高
校
へ
）

◆ 

４
月
９
日
着
任
式

　

一
日
で
も
早
く
田
高
に
慣
れ
、
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

転
入
者

　

宇
佐
見
ま
ゆ
み 

事
務
長

（
県
出
納
局
出
納
総
務
課
よ
り
）

　

𣘺
本　

敦
子 

教
諭

（
あ
さ
か
開
成
高
校
よ
り 

国
語
）

　

安
齋　

健
一 

教
諭

（
郡
山
東
高
校
よ
り 

地
歴
）

◆ 

４
月
10
日
２
１
２
名

　

 （
普
通
科
１
７
２
名
／
体
育

　

 

科
40
名
）
入
学

　

米
良　

邦
浩 

講
師
（
白
河
実
業
高
校
へ
）

　

大
内　

弘
之 

講
師（
須
賀
川
・
光
南
高
校
へ
）

　

本
田　

和
寛 

講
師（
安
積
黎
明
・
石
川
高
校
へ
）

　

江
間　

志
保 

教
諭

（
安
積
黎
明
高
校
よ
り 

数
学
）

　

花
田　
　

巌 

教
諭

（
県
ス
ポ
ー
ツ
課
よ
り 

保
体
）

　

二
文
字
屋
哲 

教
諭

（
清
陵
情
報
高
校
よ
り 

保
体
）

　

鈴
木
真
由
美 

教
諭

（
あ
さ
か
開
成
高
校
よ
り 

家
庭
）

　

安
田　

昌
子 

寄
宿
舎
指
導
員

（
郡
山
支
援
学
校
よ
り
）

　

大
堀　

直
也 

講
師
（
新
採
用 

保
体
）

　

佐
藤　

信
雄 

講
師
（
新
採
用 

美
術
）

　

矢
吹　

和
恵 

臨
時
事
務
補
助
員（
新
採
用
）

　

渡
邉　

文
枝 

介
助
員
（
新
採
用
）

←↑離任式のようす

着任式のようす

入学式のようす
入学式で誓いの言葉を述べる
佐藤頌奈さん（三春中出身）1学年担任団
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一
昨
年
10
月
20
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
三
春
町
名
誉
町
民
の
田
部
井
淳
子
さ

ん
は
、
世
界
初
の
女
性
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
や
７
大
陸
最
高
峰
（
エ
ベ
レ
ス
ト
・
エ
ル
ブ

ル
ス
・
デ
ナ
リ
・
ア
コ
ン
カ
グ
ア
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
・
ゴ
ジ
オ
ス
ク
・
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

マ
シ
フ
）
の
登
頂
な
ど
世
界
的
女
性
登
山
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
10
日
か
ら
28
日
ま
で
の
期
間
、三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
を
会
場
と
し
て
、

生
前
愛
用
し
て
い
た
登
山
用
品
、
国
内
外
で
表
彰
さ
れ
た
品
々
な
ど
、
所
縁
の
品
々
約

１
０
０
点
が
、
ご
遺
族
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
展
示
さ
れ
、
期
間
中
７
、０
４
７
人
の
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
各
地
で
の
回
顧
展
が
一
段
落
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ご
遺
族
か
ら
愛
用
の

品
々
を
三
春
町
に
寄
贈
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
有
り
難
く

頂
戴
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た
び
そ
の
品
々
１
３
３
件
分
を
受
け
取
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
お
披
露
目
の
展
示
を
資
料
館
常
設
展
示
室
の
一
角
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館　
　
　

☎
62-

５
２
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３

エベレスト登頂時の田部井淳子さん

田
部
井
淳
子
さ
ん
の
遺
品
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

常
設
展
示
室
に
一
部
展
示
し
て
い
ま
す

「
三
春
ダ
ム
放
流
見
学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

管理橋から放流を見る参加者の皆さん

第 4ゲート放流開始！

　

ダ
ム
完
成
後
初
と
な
る
非
常
用
洪
水
吐
（
ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
）
か
ら
の
放
流
の
様

子
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
三
春
ダ
ム
放
流
見
学
会
」
が
、
４
月
21
日
・
22

日
に
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
約
１
、５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
か
ら
の
放
流
が
始
ま
る
と
歓
声
が
あ
が
り
、
間
近
で
見
る
水
の

流
れ
に
驚
か
れ
た
方
、
喜
ば
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

▼ 

問　
三
春
ダ
ム
管
理
所　

☎
62-

３
１
４
５
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桜
川
河
川
清
掃
作
業
を

　
　
　
　
　

 

行
い
ま
し
た

　

４
月
５
日
、
福
浜
大
一
建
設
（
株
）

三
春
支
社
の
社
員
21
名
の
皆
さ
ん
と

役
場
建
設
課
合
同
で
、
新
町
橋
か
ら

雁
木
田
橋
間
の
桜
川
河
川
内
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
浜
大
一
建
設
（
株
）
三
春
支
社

で
は
、
三
春
町
を
訪
れ
る
方
々
に
気

持
ち
良
く
「
ま
ち
歩
き
」
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
で
『
三
春
町
の
観

光
振
興
の
一
助
に
つ
な
げ
た
い
。』
と
、

昨
年
度
か
ら
「
春
の
桜
川
清
掃
作
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

桜川河川清掃作業のようす

Ｙ
Ｃ
Ｇ
福
島
株
式
会
社
様
よ
り

 
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

先
般
、
三
春
町
や
福
島
県
の
復
興

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
Ｙ
Ｃ
Ｇ
福
島
株

式
会
社
様
よ
り
、
会
社
設
立
10
周
年

を
記
念
し
町
へ
10
万
円
を
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
町
の
振
興
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

YCG福島株式会社様より寄附をいただきました

さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

 

作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

４
月
14
日
、「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
さ
く
ら
湖
周
辺

の
向
山
森
林
公
園
、
さ
く
ら
の
公
園
、

石
畑
水
生
生
物
園
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、

さ
く
ら
湖
流
域
の
住
民
や
関
係
団
体

で
構
成
さ
れ
る
「
さ
く
ら
湖
流
域
協

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
約
２
６
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

さくらの里クリーンアップ作戦に参加された皆さん

　オートバイによる町おこし事業「第 4 回三春藩 Cub 主
総会」が開催されます。
　三春町にバイクでお越しいただくライダーを「おもてな
しの心」で温かく迎え、三春町をはじめ田村地方全域の
PR やライダーの情報交換、Cub 主の交流など、思い出づ
くりの場として開催されます。
　県内外からたくさんの Cub 主をはじめとするバイク好
きが集まります。
　当日はイベントも開催され、飲食ブースも多数出店しま
すのでぜひお越しください。

第４回三春藩 C
カブ

ub 主総会

三春藩 Cub 主総会実行委員会 検索検索検索

▶ 日時　５月 20 日（日）
　　　　 午前 10 時〜午後 2 時 30 分（雨天決行）
▶ 場所　原石山駐車場（滝桜南側）

昨年のようす

▶ 内容・問い合わせ

31



三春交流館運営協会自主事業

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

◆ 平成 30 年度自主事業（予定）

平成30年
12月9日（日）

石坂団十郎 ＆ 小菅優
デュオリサイタル

世界各国で活躍するチェロ奏者石坂
団十郎とピアニスト小菅優によるデュ
オリサイタルです。

開催日 催事名 内容

平成31年
1月14日（月・祝）

「まほら」フェスティバルオーケストラ
ニューイヤーコンサート2019

東京フィルコンサートマスターを務め
る三浦章宏を中心としたフェスティバ
ルオーケストラを予定しています。

平成30年
7月29日（日） 三浦章宏デュオリサイタル

東京フィルコンサートマスターを務め
る三浦章宏と、その長女のピアニスト
三浦舞夏によるコンサートです。

平成30年
9月9日（日）

平成30年
10月14日（日）

音楽のおくりもの
ファミリーコンサート

小山実稚恵ピアノリサイタル

０歳児から入れるクラシックコンサー
トです。赤ちゃんからご家族みんなで
楽しめる内容となっております。
チャイコフスキー、ショパンの二大国
際コンクールに入賞した唯一の日本
人演奏家である小山実稚恵によるピ
アノリサイタルです。

　知られざる二宮金次郎の人物像と生き
方を、音楽と笑いたっぷりに描きます。
和太鼓・生演奏・伝統芸能を駆使してあ
の銅像の二宮金次郎が歌い踊ります。
◆ 開催日時　6 月 30 日（土）
　 午後 2 時開演（午後 1 時 30 分開場）
◆ 前売り券　全席指定
　 一般 2,000 円／高校生以下 1,000 円
※宝くじの助成により、特別料金となっ
　ております。
※当日券は 500 円増となります。前売
　りで完売の場合は、当日券の販売はあ
　りません。

チケット好評発売中！

『宝くじ文化公演』
三春交流館「まほら」開館 15周年記念事業
愛
め ご

姫
ひ め

生誕 450 年記念事業
ミュージカルＫＩＮＪＩＲＯ！

～本当は面白い二宮金次郎～

月曜日に「まほら」休憩コーナーを開放します
　月曜日は当館の休館日となっており、ご利用いただけませんでしたが、5
月より三春交流館「まほら」の休憩コーナーを開放します。
　時間は午前 8 時 30 分から午後 4 時までとなりますのでご利用ください。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

 

主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 5 月 3 ～ 5・7・14・21・28 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 5 月 1・7・14・21・28 日
▶ 自然観察ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館（☎ 62-5263）
　 5 月 7・14・21・28 日
▶ 人形館（☎ 62-7053）
　 5 月 7・14・21・28 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 5 月 7・14・21・28 日
▶ 児童生活センター（☎ 62-8666）
　 12 日、日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務
▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　5 月 2・9・16・23・30 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　5 月 6・13・20・27 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　5 月 19 日（土）・20 日（日）
　 午前９時～午後４時
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M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 5 月～ 6月 10日のイベント情報 ◆◆◆

7日（木）
～9日（土）

26日（土）
～27日（日）

10日（日）

　

第21回たむら合唱祭

三春磐州市「さつき市」
11時～13時
交流広場

6月

6月5月

5月

19日（土）
地元の農産物や商店の特売品など、い
ろいろなお店が出ますので、ぜひお越し
ください。

【三春磐州市実行委員会（村上）
 ☎62-4329】

東北青少年音楽コンクール福島予選会
東北青少年音楽コンクール福島予選
会は、各課題曲から１曲選択して演奏
するピアノコンクールです。

【東北青少年音楽コンクール事務局
☎022-291-3011】

まほらホール
自由席
無料

三春町さつき展示会
7日12時～17時
8日9時～17時
9日9時～16時
ホワイエ
無料

13時～16時
まほらホール
自由席
無料

田村地方で活動している８団体の演奏
会です。ぜひお越しください。

【たむら合唱団連絡協議会(佐久間) 
☎62-1606】

会場には、町の花（松波）を中心に約
60点展示されますので、ぜひお越しく
ださい。

【三春町花木生産振興会(渡辺) 
☎62-3236】

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願
　いします。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

趣
味
・
教
養

自然観察ステーション 5 月のイベント情報

大滝根山
観察会

5月19日（土）
午前9時～16時30分

行事 日時 場　所

カブトムシの
幼虫採集

5月26日（土）
午前9時30分～11時

星を見る会 5月11日（金）・19日（土）
午後7時～9時

内容 持参品
春の天体を中心に観察を行います。
※荒天中止（曇天、風雨、雷など）
大滝根川源頭がある大滝根山で植物
や昆虫、野鳥の観察をします。
（共催：さくら湖流域ネットワーク）

カブトムシの幼虫を採集し、幼虫から
羽化するまでの学習をします。
（実施場所：さくら湖周辺等）

特になし

あれば
補虫網・飼育ケース
動きやすい服装

あれば飼育ケース

参加費
大人200円
こども100円

大人500円
こども300円

無料

ステーション天文台

ステーション

ステーション

　三春小、御木沢小、沢石小の男子 8 人、女子 3 人の 11 人で元
気いっぱい活動しています。ボールを投げる・打つ、走るを一生
懸命やり、試合に勝つ喜び、負ける悔しさを全身で感じる、これ
がソフトボールです。
　ソフトボールを通して心身をきたえるとともに、またチーム
ワークを高めるための楽しいレクリエーションなども実施して
います。
　当団は、子ども達の健全な成長を願い、団員、スタッフと保護
者が「一致団結」して、取り組んでいます。随時、体験や見学を
お待ちしています。
▶ 問　保護者会長 佐久間正浩　☎ 62-1566 三春ソフトボールスポーツ少年団の皆さん

　こんにちは、三春すばるです。私たちは旧要田中体育館で 9
人制のバレーボールを練習しています。小さい子がいる人から孫
がいる人まで、幅広い世代のママさんが参加しています。
　新たに独身の方もメンバー登録できるようになりました！育
児の話や世間話もアリ。「子どもを連れて行っても大丈夫…？」

「バレーは未経験だけど…？」もちろん OK です！運動不足を感
じるパパもご一緒に！私たちと一緒に楽しみませんか？

申込・問い合わせ先　自然観察ステーション　☎ 61-1546

ママさんバレーメンバー募集！
▶ 練習日時　毎週月・木曜日
　　　　　 　午後 7 時 30 分〜 9 時
▶ 場　　所　旧要田中体育館

▶ 問　榎本　☎ 62-2805

三春ソフトボールスポーツ少年団を紹介します
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈乳幼児健康診査：子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232　 保健センター開放日：保健福祉課　☎ 62-5110　FAX62-0202〉

※ 詳しい内容はお問い合わせください。

就学前の5月生まれの
お子さんと保護者

保護者の方が新しいお友達とおしゃべりをしてたのしいひととき
を過ごしてみませんか。

保育士さんと一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。

手作りのカードに“お祝いの言葉”と身長・体重や手形を押し
てつくり、大きなケーキを囲んで5月生まれのお友達をみんな
でお祝いします。

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

5月11日（金）
11時～

お誕生会
5月生まれ（要予約）

5月9日（水）
11時30分～

5月31日（木）
11時30分～
申込期限5月25日（金）

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

たのしいせいさく 5月18日（金）
11時30分～ 特になし

地域
子育て支援
センター就学前のお子さんと

お母さん

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞けます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

のびのびの日
離乳食についての相談

5月25日（金）
10時～12時

平成30年1月11日
～2月10日生まれ

3歳児 平成27年2月1日
～2月28日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

保健センター開放日

平成28年10月1日
～11月7日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所
5月15日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

5月17日（木）
13時集合
5月16日（水）
13時集合

1歳6か月児

5月15日（火）
9時～12時 特になし

保健センター

食改のおやつやさん 11時～

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時～午後０時／午後 1 時～ 3 時

5月23日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所
町民図書館乳幼児と保護者、妊婦

図書館・地域子育て支援センター・
子育て支援課・保健福祉課の今月の行事

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
と
、
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室

事
業
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
、
三
春
小
学
校
西
校
舎
１
階
に
あ
り
ま
す
。
今

年
度
の
土
曜
日
に
行
う「
地
域
に
拓
か
れ
た
事
業
」は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
回
ず
つ
の
申
込
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
広
報

「
み
は
る
」
で
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
回
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▶ 申込・問　児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669

料理教室 午前９時30分～ 岩江児童クラブ
（岩江センター）

行事 時　間 場　所

おりがみ教室 午前９時30分～ わんぱくクラブ室
（三春小西校舎１階）

ミニシアター 午前10時～
わんぱくクラブ室
（三春小西校舎１階）

ボランティア活動

体育館で遊ぼう

午後１時30分～

午前10時～

職員による絵本の読み聞かせ・
紙芝居・ビデオ鑑賞
※自由参加

御木沢児童クラブ
（御木沢小体育館）

内容・参加方法 回数

理科クラブ 午前９時集合
わんぱくクラブ室
（三春小西校舎１階）
集合

歩道のゴミ拾いや、お年寄りとの
交流事業
※自由参加
広い体育館で、いろいろな遊具
を使って体を動かそう。体を動か
すことが好きになるよ。
※申込制
ホットプレートや、フライパンでラ
ンチ作りや、お菓子作りをしよう。
※申込制（小学3年生から）で、別
　途材料費がかかります。
おりがみで花や動物、パンなど、
毎回違うテーマで行います。
※申込制（小学2年生から）で別
途材料費がかかります。
三春小に集合し、バスで自然観
察ステーションに移動します。
※別途参加費や材料費がかかり
　ます。

各年４回

年６回

年６回

年４回

年６回

▼ 児童生活センター行事
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
み
物
・
文
芸

今月のおすすめ本

※ 新着コーナーには、5月６日（日）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

『そうだったのか！しゅんかん図鑑』
伊知地国夫／写真

小学館

『美しき小さな雑草の花図鑑』
大作晃一／写真　多田多恵子／文

山と渓谷社
　シャボン玉が割れる瞬間な
ど、身近なものが動いている瞬
間の写真の図鑑です。シャワー
の水滴や蚊取り線香の煙など
のありふれたものも、瞬間を切
り取ると驚くほど美しい光景が
広がっています。「どうしてこ
うなるのかな？」「やってみた
い！」など科学への興味がふく
らむ一冊です。

　雑草の小さな花に着目した図鑑で
す。マクロ撮影された花の写真は美
しく、写真集のような趣があります。
　また、色別に分かれていて花を探
しやすいのも特徴です。タンポポな
どおなじみのものから、爪の先ほど
の小さな花まで、雑草は思いがけな
いほど個性的で可憐な花を咲かせて
います。ルーペを持って出かけてみ
たくなる一冊です。

浅
見
光
彦
と
七
人
の
探
偵
た
ち
（
内
田
康
夫
他
）
／
小
説
禁
止
令
に
賛
同
す

る
（
い
と
う
せ
い
こ
う
）
／
メ
ゾ
ン
刻
の
湯
（
小
野
美
由
紀
）
／
定
年
オ
ヤ

ジ
改
造
計
画
（
垣
谷
美
雨
）
／
ヒ
ト
ご
ろ
し
（
京
極
夏
彦
）
／
ボ
イ
ル
ド
フ

ラ
ワ
ー
（
北
原
真
理
）
／
路
上
の
Ｘ
（
桐
生
夏
生
）
／
国
会
議
員
基
礎
テ
ス

ト（
黒
野
伸
一
）／
祝
葬（
久
坂
部
羊
）／
エ
ン
デ
ィ
ン
グ・パ
ラ
ダ
イ
ス（
佐

江
衆
一
）
／
東
京
ラ
ン
ナ
ー
ズ
（
渋
谷
和
宏
）
／
續
太
閤
私
記
（
花
村
萬
月
）

／
愛
が
挟
み
撃
ち
（
前
田
司
郎
）
／
奥
羽
関
ヶ
原 

政
宗
の
謀
、
兼
続
の
知
、

義
光
の
勇
（
松
永
弘
高
）
／
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
（
山
本
譲
司
）
／
光
点

（
山
岡
ミ
ヤ
）
／
し
ょ
っ
た
れ
半
蔵
（
谷
津
矢
車
）
／
花
ひ
い
ら
ぎ
の
街
角 

紅
雲
町
珈
琲
屋
こ
よ
み（
吉
永
南
央
）／
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
歯
科
医（
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン・ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
）
／
孤
島
の
祈
り
（
イ
ザ
ベ
ル・オ
テ
ィ
シ
エ
）

【
児
童
書 

】

【
一
般
書 

】
『美しき小さな雑草の花図鑑』

【
一
般
書

【
一
般
書

【
一
般
書

【
一
般
書

【
一
般
書

【
一
般
書
】】

『そうだったのか！しゅんかん図鑑』

【
児
童
書

【
児
童
書

【
児
童
書
】】

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
〜
は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー
ニ
バ
ル
〜

　

幼
少
の
と
き
か
ら
書
物
に
親
し
み
、
読
書
の
喜
び
や
楽
し
み
を
知
り
、
も
の
ご
と
を
正

し
く
判
断
す
る
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大
切
な
こ

と
か
…
…
。
子
ど
も
に
読
書
を
勧
め
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
子
ど
も
の
読
書

の
大
切
さ
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
標
語
は
「
は
じ
ま
る
よ
！
本
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」。
三
春
町
民
図
書
館
で
は
、
次

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、
心
に
栄
養
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

★ 

図
書
館
お
す
す
め
！

　

 

子
ど
も
の
本
特
集

　

図
書
館
員
が
厳
選
し
た
、
お
す

す
め
の
子
ど
も
の
本
を
展
示
し
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
見
つ

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

 

５
月
６
日
（
日
）

 

〜
６
月
５
日
（
火
）

▼ 

場
所

　

 

町
民
図
書
館

 　

展
示
ス
ペ
ー
ス

★ 

ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
ょ
か
ん

　

 

お
と
ま
り
会

　

お
子
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
、
図
書
館
に
「
お
と

ま
り
」
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
民
図
書
館
で
は
、「
ぬ
い
ぐ

る
み
の
と
し
ょ
か
ん
お
と
ま
り

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
預
か

り
し
、
図
書
館
に
「
お
と
ま
り
」

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

一
日
目
、
ま
ず
は
親
子
で
、
ぬ

い
ぐ
る
み
と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な

し
会
を
楽
し
み
ま
す
。
そ
の
後
、

ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
は
お
預
か
り

し
、
図
書
館
に
お
と
ま
り
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
は
、
本
を
読

ん
だ
り
、
夜
の
図
書
館
を
探
検
し

た
り
、
持
ち
主
の
子
に
お
す
す
め

の
絵
本
を
選
ん
だ
り
、
た
く
さ
ん

遊
び
ま
す
。

　

次
の
日
、
お
迎
え
に
来
て
い
た

だ
い
た
際
、
遊
ん
で
い
る
ぬ
い
ぐ

る
み
た
ち
の
よ
う
す
の
写
真
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　

毎
年
、
町
内
外
か
ら
参
加
者
が

集
ま
る
、
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

お
申
込
み
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
！

▼ 

日
時

▽ 

お
は
な
し
会
・
お
預
か
り

　

 

５
月
26
日
（
土
）

　

 

午
後
２
時
〜
３
時

※ 

お
は
な
し
会
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る

　

み
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

▽ 

お
迎
え

　

 

５
月
27
日
（
日
）

　

 

午
後
０
時
〜
５
時
の
間

▼ 

場
所

 

町
民
図
書
館

▼ 

対
象　
町
内
外
の
３
歳
〜
小
学

　

生
ま
で
の
方

▼ 

定
員

　

親
子
10
組
（
先
着
順
・
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

▼ 

申
込

　

町
民
図
書
館
に
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

 　
町
民
図
書
館

　

 　
　

☎
62-

３
３
７
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
０
２
６

昨年のおとまり会のようす

子
ど
も
・
親
子
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 ＜このページのFAXでのお問い合わせ先＞子育て支援課：62-3232　保健福祉課：62-0202

〈
お
チ
ビ
ち
ゃ
ん
親
子
リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室
の
お
知
ら
せ
〉

　

ピ
ア
ノ
の
音
や
、
リ
ズ
ム
遊
び

を
楽
し
む
あ
そ
び
に
親
子
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
栄
養
士

に
よ
る
食
事
や
栄
養
面
の
フ
ォ

ロ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
誘
い
の
上

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
５
月
30
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
保
園 

保
育
室

▼ 

対
象　
１
歳
児
〜
３
歳
児
（
前

　

半
・
後
半
と
に
分
け
て
行
い
ま
す
）

▼ 

講
師　
橋
本
光
子
先
生

▼ 

主
催　
三
春
幼
保
園

▼ 

申
込
・
問　
三
春
幼
保
園

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

２
５
４
８

〈
育
児
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
〉

　

三
春
町
に
は
３
つ
の
育
児
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

未
就
園
児
（
０
〜
３
歳
く
ら
い
）

の
親
子
を
中
心
に
、
季
節
に
あ
っ

た
行
事
や
親
子
体
操
、
人
形
劇

鑑
賞
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
サ
ー
ク
ル
と
も
随
時
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
行

事
な
ど
単
発
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
関
係
な
く
参
加
で

き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62︲

０
０
５
５

▼ 今月の実施日

5月21日（月）

5月10日（木）

5月16日（水）

新町育児サークル
時間名称 活動日 場所

無料午前10時
～午後0時

八島台
ちびっこサークル
岩江子育てサロン
わいわい広場

おやつ代
1家族100円

保健センター

八島台集会所

岩江センター

費用

〈「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
開

催
の
お
知
ら
せ
〉

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に
相

談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時

 　
５
月
11
日
（
金
）

　

 

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

▼ 

場
所

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン

　

 

ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

　

 

び
の
紹
介
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　

粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 
参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
５
月
９
日

　
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　

な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62︲

０
０
５
５

〈
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
〉

　

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
も
た

な
い
20
歳
代
か
ら
40
歳
代
の
男
女

を
中
心
に
風
し
ん
が
流
行
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
初
期
に
妊
婦
が
風
し
ん
に

か
か
る
と
、
胎
児
に
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
（
難
聴
、
先
天
性
心
疾

患
な
ど
）
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

妊
婦
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
妊
婦
の
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
の
方
は
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼ 

対
象
者

　

三
春
町
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方① 

接
種
日
当
日
、
満
19
歳
〜
49
歳

　

の
将
来
的
に
妊
娠
を
希
望
す
る

　

女
性

② 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶

　

者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

　

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

　

様
の
事
情
に
あ
る
も
の
も
含
む
）

※ 

右
記
①
、
②
の
う
ち
次
の
方
を

　

除
き
ま
す
。

● 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種

　

済
の
方

● 
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明

　

ら
か
な
方

● 

今
ま
で
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査

　

を
受
け
て
、
免
疫
が
あ
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
方

▼ 

助
成
金
額

　

検
査
お
よ
び
接
種
費
用
と
し
て

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
額
と
町
の

基
準
額
い
ず
れ
か
少
な
い
額

▽ 

風
し
ん
抗
体
検
査６

、６
９
０
円

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

１
０
、０
０
０
円

▽ 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン７

、０
０
０
円

（
注
意
）

　

接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
各
医
療
機
関
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
請
方
法

　

接
種
を
受
け
た
医
療
機
関
に
、

一
旦
全
額
お
支
払
い
い
た
だ
い
た

後
、
必
要
書
類
を
添
え
て
保
健
福

祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

必
要
書
類

① 

三
春
町
風
し
ん
対
策
助
成
金
請

　

求
書
（
三
春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

② 

医
療
機
関
が
発
行
す
る
検
査
済

　

証
・
予
防
接
種
済
証
・
領
収
証

③ 

振
込
み
指
定
口
座
の
写
し
（
口

　

座
名
義
は
請
求
者
と
同
じ
名
義

　

に
限
り
ま
す
）

▼ 

申
込
・
問

 　
保
健
福
祉
課

　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

５
１
１
０
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 ＜このページのFAXでのお問い合わせ先＞保健福祉課：62-0202　税務課：62-5155

〈
第
33
回
国
民
健
康
保
険
健

康
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
開
催
に
つ
い
て
〉

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
日　
５
月
31
日
（
木
）

▼ 

場
所　
町
営
グ
ラ
ン
ド

▼ 

申
込
期
日　
５
月
15
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問

 　
保
健
福
祉
課

　

 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
平
成
30
年
度
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
〉

　

軽
自
動
車
税
は
、
当
該
年
度
の

４
月
１
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る

車
両
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

▼ 

納
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

▼ 

二
輪
車
な
ど
の
税
額

区分  税率(年税額)

 原付

ミニカー

2,000円
2,000円
2,400円
3,600円
3,600円

6,000円

2,400円
5,900円

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
二輪
ボートトレーラー

農耕作業用のもの
その他のもの

二輪の
小型自動車

 小型特殊

 軽自動車

3,700円

▼ 

軽
四
輪
車
な
ど
の
税
額

　

初
度
検
査
の
年
月
に
よ
り
税
率

が
変
わ
り
ま
す
。
初
度
検
査
の
年

月
は
自
動
車
検
査
証
の
「
初
度
検

査
年
月
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

初
度
検
査
…
初
め
て
車
両
番
号

　

の
指
定
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

の
交
付
）
を
受
け
た
と
き
の
検
査4,500円 3,000円 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

8,200円 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円
6,000円 4,000円 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

4,600円 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

貨物（営業用）
乗用（営業用）
貨物（自家用）
乗用（自家用）
三 輪

区 分

四 

輪

平成27年 3月 31日
以前に初度検査した
軽自動車

平成27年 4月 1日以降に
初度検査した軽自動車

経年車重課※
（初度検査から
13 年超の経年
車に係る税率）

左記
（経年車）
以外

標準税率
グリーン化特例※（軽課税率）
（取得の翌年度分に限る。）

75％軽減 50％軽減 25％軽減

12,900円 7,200円 円 2,700円 5,400円 8,100円10,800

※ 

経
年
車
重
課　

初
度
検
査
か
ら

　

13
年
を
経
過
し
た
車
両
に
つ
い

　

て
、
標
準
税
率
の
概
ね
20
㌫
を

　

重
課
す
る
。（
平
成
30
年
度
の
重

　

課
対
象
は
平
成
17
年
３
月
31
日

　

以
前
に
初
度
検
査
を
し
た
車
両
）

※ 

グ
リ
ー
ン
化
特
例　

平
成
29
年

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月

　

31
日
ま
で
に
初
度
検
査
を
受
け

　

た
車
両
で
、
一
定
の
環
境
性
能

　

を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
取

　

得
の
翌
年
度
分
に
限
り
、
税
率

　

を
軽
課
す
る
。

▼ 

75
㌫
軽
減

▽ 

電
気
軽
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
軽

　

自
動
車
（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス

　

基
準
10
㌫
低
減
ま
た
は
平
成
30

　

年
排
出
ガ
ス
規
制
適
合
）

▼ 

50
㌫
軽
減

▽ 

乗
用　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）

　

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車

　

両
か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　

基
準
75
㌫
低
減
達
成
ま
た
は
平

　

成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準
50
㌫
低

　

減
達
成
、
か
つ
平
成
32
年
度
燃

　

費
基
準
＋
30
㌫
達
成
車

▽ 

貨
物　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）

　

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車

　

両
か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　

基
準
75
㌫
低
減
達
成
ま
た
は
平

　

成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準
50
㌫
低

　

減
達
成
、
か
つ
平
成
27
年
度
燃

　

費
基
準
＋
35
㌫
達
成
車

▼ 

25
㌫
軽
減

▽ 

乗
用　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）

　

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車

　

両
か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　

基
準
75
㌫
低
減
達
成
ま
た
は
平

　

成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準
50
㌫
低

　

減
達
成
、
か
つ
平
成
32
年
度
燃

　

費
基
準
＋
10
㌫
達
成
車

▽ 

貨
物　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）

　

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車

　

両
か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　

基
準
75
㌫
低
減
達
成
ま
た
は
平

　

成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準
50
㌫
低

　

減
達
成
、
か
つ
平
成
27
年
度
燃

　

費
基
準
＋
15
㌫
達
成
車

※ 

排
出
ガ
ス
基
準
お
よ
び
燃
費
基

　

準
の
達
成
状
況
は
、
車
両
に
貼

　

付
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ッ
カ
ー
で

　

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
費
基
準
の
達
成
状
況

　

に
つ
い
て
は
、
車
検
証
の
備
考

　

欄
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

問

 　
税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
７

〈
平
成
30
年
度
土
地
・
家
屋

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧
〉

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の

所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
な

ど
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

縦
覧
期
間

　

 

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

※ 

日
曜
日
の
午
後
０
時
以
降
、
土

　

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼ 

時
間

　

 

午
前
８
時
30
分

 

〜
午
後
５
時
15
分

▼ 

場
所

　

 

役
場
１
階

　

 

税
務
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

▼ 

縦
覧
で
き
る
方

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ
び

納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た
方

（
縦
覧
す
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
）。

▼ 

問　
税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62-

８
１
２
７

子
ど
も
・
親
子

健　

康

税　

金
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〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て
〉

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
町
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
７
月

分
か
ら
平
成
31
年
６
月
分
ま
で
）

の
免
除
等
の
受
付
は
平
成
30
年
７

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
ケ

月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に

な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て

い
た
た
め
に
未
納
期
間
が
あ
る
方

は
、
一
度
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
 

☎
62-

８
１
２
６

〈
〜
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
方
へ
〜
後
納

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
平

成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受

給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

今
ま
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合

算
し
た
資
格
期
間
が
25
年
以
上
必

要
で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
か

ら
は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ

れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
後
納
制
度
を
利
用

し
て
不
足
し
て
い
る
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
受
給

が
で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格

を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は
「
ね

ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

用
意
の
う
え
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

※ 

受
付
時
間

・
月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

土
曜
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

日
曜
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
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〈
労
働
力
調
査
を
実
施
し
ま
す
〉

　

総
務
省
統
計
局
が
実
施
す
る
労

働
力
調
査
が
平
成
30
年
６
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
沼
之
倉
地
区
で

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

問

　

 

福
島
県
統
計
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
５

〈
平
成
30
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
〉

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
、
平
成
30
年
６
月
１
日
時

点
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必

要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼ 

問

　

 

総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
５

〈
〜
ゴ
ー
ヤ
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の
ゴ
ー
ヤ

の
苗
を
配
布
し
ま
す
〉

　

町
で
は
、
省
エ
ネ
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
、
家
庭
な
ど
で
の

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
取
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
用
の
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
ゴ
ー

ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る
性

の
植
物
を
ネ
ッ
ト
で
窓
の
外
に
は

わ
せ
て
つ
く
る
自
然
の
カ
ー
テ
ン

で
す
。
日
差
し
を
や
わ
ら
げ
、
室

温
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
で
エ
ア
コ
ン
の
設
定

温
度
を
高
く
し
た
り
、
エ
ア
コ
ン

を
使
わ
な
い
時
間
を
増
や
す
こ
と

で
、
節
電
が
で
き
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
、
今
年

は
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら
な
い
涼
し
い

夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

配
布
期
間

　

 

５
月
10
日（
木
）〜
６
月
８
日（
金
）

※ 

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼ 

配
布
物

　

 

ゴ
ー
ヤ
の
苗
２
株（
先
着
30
名
）

▼ 

配
布
場
所

　

 

役
場
住
民
課
窓
口

※ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
募

　

集
を
行
う
予
定
で
す
。

▼ 

問

 　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
４
７

岩江小学校のグリーンカーテン

38



 ＜このページのFAXでのお問い合わせ先＞歴民：62-6953　企業局：62-2666　住民課：62-5155　保健福祉課：62-0202

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
５
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎
便
利
な
口
座
振
替
制
度

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご

指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

▼
問

　

企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-
２
５
０
０

〈
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を

発
見
さ
れ
た
方
は
、
登
録
を

受
け
て
く
だ
さ
い
〉

建
物
の
取
り
壊
し
や
引
越
し
な

ど
で
新
た
に
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
を

見
つ
け
た
場
合
は
、
登
録
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

発
見
し
た
と
き
は
、
ま
ず
、
田

村
警
察
署
へ
連
絡
し
、
発
見
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

済
む
と
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
登

録
審
査
会
の
案
内
が
あ
り
ま
す
の

で
、
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
審
査
会
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼ 今年度の審査会日程

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

審査日 審査対象
5月17日（木）
7月10日（火）
9月7日（金）
11月16日（金）
平成31年2月6日（水）

刀剣類のみ
銃砲類・刀剣類
刀剣類のみ
刀剣類のみ
銃砲類・刀剣類

いわき合同庁舎
郡山市労働福祉会館
会津若松合同庁舎
あづま荘（福島市飯坂町）
郡山市労働福祉会館

会場

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
の
も

の
で
も
、
相
続
や
贈
与
な
ど
で

所
有
者
が
代
わ
っ
た
り
、
登
録
証

を
失
く
し
た
場
合
に
も
手
続
き
が

必
要
で
す
。
手
続
き
を
怠
る
と
罰

則
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
文

化
財
課
あ
る
い
は
町
歴
史
民
俗

資
料
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問

▽
福
島
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
７
８
７

▽
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62-
５
２
６
３

〈
封
筒
や
カ
レ
ン
ダ
ー
は
雑

が
み
（
資
源
ご
み
）
で
す
〜

雑
が
み
（
資
源
ご
み
）
で
出

し
ま
し
ょ
う
〜
〉

町
で
は
燃
え
る
ご
み
に
含
ま
れ

る
「
雑
が
み
」
の
分
別
を
徹
底
し

た
い
と
考
え
、
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
雑
が
み
回
収
袋
」
を
配
布
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
古
着
も
綿
製
品
に
限
ら

ず
、
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
分
別
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

封筒などは貴重な雑がみ（資源ごみ）です。
紙袋に入れて、ひもで縛って出しましょう！！

カレンダー
封筒・はがき

▼
問　
住
民
課

　
　
　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

〈
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
〉

夫
婦
が
と
も
に
助
け
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
築
き
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
労
苦

に
対
し
、
県
内
で
金
婚
式
（
50
年
）

を
迎
え
た
夫
婦
全
組
に
表
彰
状
・

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

　

昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

全
組
を
対
象
と
し
ま
す
。

ま
た
、
前
回
ま
で
に
届
け
出
漏

れ
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

役
場
住
民
課
、
三
春
町
福
祉
会
館
、

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の

い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限　
７
月
10
日
（
火
）

▼
表
彰
日
時

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
申
込
さ

れ
た
方
々
へ
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼
主
催

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

福
島
民
報
社

▼
後
援

福
島
県
、
福
島
県
市
長
会
、
福

島
県
町
村
会

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

３
１
６
６

年　

金

暮
ら
し

39
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５
月
１
日（
火
）か
ら
31
日（
木
）

は
「
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
定
例
相
談
を
、

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
年
間
を

通
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

▼
三
春
町
の
行
政
相
談
員
（
敬
称
略
）

安齋和夫
岩江

☎ 024-942-3788

長谷川ミサ子
八島台

☎ 62-6107

〈
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
５
月
１
日

〜
31
日
）〉

総
務
省
で
は
、
三
春
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
次

の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
役
所
（
国
・

県
・
市
町
村
）
の
仕
事
を
は
じ
め
、

年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆

さ
ん
と
役
所
な
ど
と
の
間
に
立
っ

て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　
５
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

▼
場
所

　

三
春
町
役
場
４
階
委
員
会
室

▼
問　
住
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
６

〈
外
出
前
の
火
の
用
心
〉

行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
農
繁
期
等
を

迎
え
、
家
を
留
守
に
す
る
機
会
が

多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
出

か
け
る
前
に
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

〈
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
〉

台
風･

集
中
豪
雨
な
ど
に
は
、

事
前
の
備
え
が
大
切
で
す
。

自
ら
の
身
を
守
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
危
険
な
場
所
や
避
難
所
を
家
族

　

全
員
で
確
認
す
る
。

▽
非
常
用
持
出
品
を
準
備
す
る
。

▽
最
新
の
気
象
情
報
を
こ
ま
め
に

　

確
認
す
る
。

〈
平
成
30
年
度
消
費
生
活
無

料
法
律
相
談
〉

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◎
県
中
地
方
振
興
局
で
の

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

▼
相
談
日

　

５
月
８
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

※
奇
数
月
（
５
、７
、９
、
11
、
１
、

　

３
月
）
の
第
２
火
曜
日
に
開
催

　

し
ま
す
。

▼
相
談
方
法

　

来
所
お
よ
び
電
話
相
談

▼
会
場

　

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　

２
階
第
４
会
議
室

　
（
郡
山
市
麓
山
１-

１-

１
）

▼
予
約
先

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
中
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部

　

県
民
生
活
課

　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
９
５

▼
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の

　

無
料
法
律
相
談

▼
相
談
日

▽
平
日　
原
則
、毎
週
木
曜
日（
弁

　

護
士
ま
た
は
司
法
書
士
に
よ
る

　

相
談
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

▽
休
日　
毎
月
第
４
日
曜
日
（
弁

　

護
士
ま
た
は
司
法
書
士
に
よ
る

　

相
談
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
一
人
あ
た
り
１
時
間
）

▼
相
談
方
法

　

来
所
お
よ
び
電
話
相
談

▼
会
場

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
市
中
町
８-

２
）

　
（
自
治
会
館
１
階
）

▼
予
約
先

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-
５
２
１-

０
９
９
９

▽
火
の
元
を
確
認
す
る
。

▽
使
用
し
て
い
な
い
電
気
コ
ー
ド

　

を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

▽
家
の
周
り
の
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
片
付
け
る
。

▼
問

　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

▼
問

　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
消
防
課

　

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３
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 ＜このページのFAXでのお問い合わせ先＞まほら：62-4727　総務課（代表）：61-1110

〈
第
23
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
開
催
〉

毎
年
恒
例
の
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
内

に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び
町
内
に

ご
勤
務
の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　

６
月
24
日
（
日
）

　

午
前
９
時
15
分
ス
タ
ー
ト

▼
場
所

　

大
玉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

※
午
後
６
時
30
分
か
ら
若
松
屋
旅

　

館
で
表
彰
式
、
懇
親
会
を
行
い

　

ま
す
。

▼
参
加
費

　

３
、０
０
０
円

▼
懇
親
会
費

　

別
途
３
、０
０
０
円

▼
プ
レ
ー
費

　

セ
ル
フ
９
、８
０
０
円

　
（
税
込
・
食
事
付
）

▼
競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ

▼
申
込
期
限

　

５
月
24
日
（
木
）

▼
申
込
・
問

　

郡
山
信
用
金
庫
三
春
支
店

　

☎
62︲

２
１
０
５

〈
平
成
30
年
度
国
家
公
務
員
「
税

務
職
員
採
用
試
験
」（
高
校
卒

業
程
度
）
の
お
知
ら
せ
〉

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
受
験
資
格

１
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い
て

　

高
卒
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な

　

い
者
お
よ
び
平
成
31
年
３
月
ま

　

で
に
高
卒
見
込
み
の
者

２
人
事
院
が
１
に
あ
げ
る
者
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

６
月
18
日
（
月
）
〜
27
日
（
水
）

▼
受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
と
し
ま
す
。

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（http://w

w
w

.jinji.
go.jp/saiyo/saiyo.htm

）

▼
第
１
次
試
験
日

　

９
月
２
日
（
日
）

▼
問

▽
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１

▽
人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

〈
三
春
町
文
化
祭
参
加
団
体

募
集
〉

三
春
町
の
芸
術
文
化
の
普
及
と

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

三
春
町
文
化
祭
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
町
民
お
よ
び
各
種
団
体
の

文
化
活
動
の
成
果
を
広
く
発
表
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
鑑
賞
す

る
機
会
と
場
を
皆
さ
ん
で
演
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
期
間

10
月
19
日（
金
）〜
11
月
18
日（
日
）

※
文
化
祭
期
間
中
は
月
曜
日
も
開

　

催
で
き
ま
す
。

▼
会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
ほ
か

▼
参
加
対
象

三
春
町
民
ま
た
は
、
三
春
町
内

に
在
勤
す
る
方
、
あ
る
い
は
そ
の

方
々
で
構
成
す
る
団
体

▼
申
込
方
法

５
月
19
日
（
土
）
ま
で
に
、
三

春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
備
え
付
け

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
頃
に
実

　

行
委
員
会
を
開
催
し
、
日
程
調

　

整
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
先
・
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

３
８
３
７

〈
小
学
生
親
子
テ
ニ
ス
教
室

開
催
〉

三
春
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
、
小
学
生
親
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

６
月
２
日（
土
）〜
７
月
７
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

　
（
毎
週
土
曜
日
全
６
回
）

▼
場
所

　

夕
陽
ヶ
丘
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
田
村
西
部
工
業
団
地
内
）

▼
対
象

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
（
子
供
の
み
で
も
可
）

　

男
女
計
10
組
程
度

▼
参
加
費

　

一
人
２
、０
０
０
円

　
（
ボ
ー
ル
代
、損
害
保
険
料
な
ど
）

▼
申
込
期
限

　

５
月
15
日
（
火
）

※
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
お
貸
し
し
ま
す
。
運
動
の
で
き

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問

　

佐
久
間
和
守

　

☎
62-

５
５
８
２

暮
ら
し

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

５
５
８
２募　

集

広　
告　
欄
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 ＜このページのFAXでのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110

〈
第
１
回
飼
い
犬
の
し
つ
け

方
教
室
開
催
〉

◎
学
科
講
習

▼
日
時

　

５
月
15
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

▽
学
科
講
習
は
、
飼
い
主
の
み
の

　

参
加
で
す
。
飼
い
犬
は
連
れ
て

　

こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
実
技
講
習

▼
日
時

　

５
月
24
日
（
木
）

　

午
後
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

▽
実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

　

の
参
加
で
す
。

▽
学
科
講
習
を
受
講
し
て
お
り
、

　

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
実
施
し
て
い
る
犬
の
み
対
象

　

で
す
。

※
注
意
事
項

▽
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬
の

　

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
実
施
し
て
い
な
い
犬
の
参
加

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
感
染
症
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ

　

ク
チ
ン
未
接
種
の
飼
い
犬
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。

▽
参
加
料
は
無
料
で
す
。
定
員
に

　

な
り
次
第
申
込
み
を
締
め
切
ら

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
実
施
場
所

　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
白
河
市
郭
内
１
２
７
）

▼
申
込
方
法

役
場
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問

　

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
（
上
舞
木
字
向
田
17
）

　
　
　

☎
０
２
４-

９
５
３-

６
４
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
５
３-

６
４
０
８

〈
平
成
30
年
度
福
島
県
警
察

官
募
集
の
お
知
ら
せ
〉

平
成
30
年
度
の
警
察
官
採
用
候

補
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
程
度
）

▽
受
験
資
格

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

※
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平

　

成
31
年
３
月
末
日
ま
で
に
大
学

　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
ま
た

　

は
こ
れ
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方
。

▽
受
付
期
間

　

５
月
11
日（
金
）〜
６
月
８
日（
金
）

▽
第
一
次
試
験
日

　

７
月
８
日
（
日
）

▼
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
程
度
）

▽
受
験
資
格

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方※
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平

　

成
31
年
３
月
末
日
ま
で
に
大
学

　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
を
除

　

き
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　

７
月
20
日（
金
）〜
８
月
17
日（
金
）

▽
第
一
次
試
験
日

　

９
月
16
日
（
日
）

※
注
意
点

　

募
集
要
項
は
、
３
月
１
日
現
在

の
予
定
で
す
。
詳
細
は
福
島
県
人

事
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問

▽
田
村
警
察
署
警
務
係

　

☎
62-

２
１
２
１

▽
福
島
県
警
察
本
部

　
警
務
課
人
事
係

　

☎
０
１
２
０-

２
７
６-

３
１
４

　
（
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
０

☆
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

〈
〜
三
春
町
を
健
康
寿
命
日
本
一
の
町
へ
〜

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ
健
康

講
座
の
ご
案
内
〉

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

５
月
１
日
（
火
）、11
日
（
金
）、

　
　
　

15
日
（
火
）、25
日
（
金
）、

　
　
　

29
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
場
所

　

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

▼
内
容

▽
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
運

　

動
（
30
分
程
度
）

▽
専
門
家
（
薬
剤
師
、
接
骨
院
の

　

先
生
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ

　

ラ
ー
）
に
よ
る
お
話
、
相
談
会

　

な
ど
健
康
と
体
重
管
理
、
認
知

　

症
予
防
、
美
容
、
漢
方
な
ど
を

　

楽
し
く
実
践
！

健康講座のようす
薬剤師 濱田雅博
（みはる調剤薬局）

▼
参
加
費

　

５
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

▼
申
込
・
問

　

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　

☎
61-

６
７
５
７
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カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 32ページに掲載しています。5 月の行事カレンダー

1（火） 心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

たのしいせいさく（11時30分・地域子育て支援センター）

こころの健康相談会（9時30分～12時・保健センター相談室）

子宮頸がん・骨粗しょう症検診（8時30分～9時30分受付・岩江地区防災コミュニティセンター）

子宮頸がん・骨粗しょう症検診（13時30分～14時受付・保健センター）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

のびのびの日（10時～12時・地域子育て支援センター）

大滝根山観察会（9時～16時30分・ステーション）

乳がん検診（9時／10時／13時30分／14時30分受付・保健センター）

健康づくり男の料理教室（10時30分・保健センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

星を見る会（19時～21時・ステーション天文台）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・岩江センター）

ハピハピDay（11時・地域子育て支援センター）

おはなし“あのね”（11時30分・地域子育て支援センター）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・保健センター）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・保健センター）

歴史民俗資料館特別展（～5月13日・9時～16時30分・歴史民俗資料館）

20（日）

16（水）

19（土）

24（木）

22（火）

18（金）

カブトムシの幼虫採集（9時30分～11時・ステーション）

ぬいぐるみとしょかんおとまり会（～27日・町民図書館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時集合・保健センター）

乳がん検診（9時／10時／13時30分／14時30分受付・岩江地区防災コミュニティセンター）

乳幼児健診・3歳児（13時集合・保健センター）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・八島台集会所）

10（木）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

行政相談（10時～12時・三春町役場）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・岩江センター）

ままカフェみはる（10時～12時・保健センター）

星を見る会（19時～21時・ステーション天文台）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

8（火）

7（月）

11（金）

14（月）

9（水）

15（火）

17（木）

26（土）

25（金）

おチビちゃん親子リトミック教室（10時～10時45分・三春幼保園保育室）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

お誕生会5月生まれ（11時30分・地域子育て支援センター）

23（水）

29（火）

30（水）
31（木）

17

43

19

43
43

43

19

19

34
19

34

34

19

33

33

34

43

1919

34
36
19
33
19

34

35
33食改のおやつやさん（11時・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

保健センター開放日（9時～12時・保健センター）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

34

34
34

43

34

19

43

43
36
34

　

人口 17,823 人（-47）う
ち男性 8,907 人（-25）・女性 8,916 人（-22）／世帯数 6,279 世

帯（-4）

※ 平成 27 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 30 年 4 月 1 日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：3・4・5・6・13・20・27 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

休 休
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町営バス運休カレンダー（５月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 30 31

人口・世帯数

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎 68-2）

5 月
3 日(木)

　5 月 5 月
1 日(火)

島貫整形外科
まつえ整形外科

三春病院
東部台こどもクリニック
清水医院
白岩医院
石塚医院
西山医院
せんざき医院
石川医院

南東北滝根診療所
大久保クリニック

中央通りクリニックやない
遠藤医院
都路診療所
船引クリニック
青山医院
春山医院
矢吹医院

2 日(水)
7 日(月)
8 日(火)
9 日(水)

10 日(木)
11 日(金)
14 日(月)
15 日(火)
16 日(水)

18 日(金)
21 日(月)
22 日(火)
23 日(水)
24 日(木)
25 日(金)
28 日(月)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7 時～9 時 30 分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前 9 時～午後 6 時】★印は午後 5 時まで

公立小野町地方綜合病院 ☎72-3181
4 日(金)

三春病院 ☎62-31315 日(土)
清水病院 ☎82-3535

6 日(日) 白岩医院 ☎77-2036

夜間・休日のお医者さん

29 日(火)
30 日(水)

13 日(日) さいとう医院 ☎72-2500
中央通りクリニックやない ☎81-266220 日(日)

31 日(木) まつざき内科胃腸科クリニック

ふくだや薬局

コスモ調剤薬局中央通り店

ふくだや薬局

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　ご質問を募集しています。
〒963－3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123 eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

かとうの内科クリニック17 日(木)

矢吹医院 ☎62-301527 日(日)

5 月 31 日（木）　固定資産税 第 1 期　軽自動車税 全期納  期  限

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後7時まで）、毎週日曜日（午前 8時 30 分～午後 0時）

【行政相談】5 月 8 日（火）午前 10 時～午後 0 時
　／三春町役場／行政相談委員
【人権相談】5 月 8 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員
【心配ごと相談】5 月 1・8・15・22・29 日（火）

　午前 9 時～午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員
【こころの健康相談会】5 月 17 日（木）
　9 時 30 分～午後 0 時／保健センター相談室
　／臨床心理士／要予約

●●●今月の相談●●●

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

※
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000

平成30年度の教育活動がスタートしました

　4 月 6 日、町内の各小中学校で入学式が行われました。午前中に小学校、午後に中学校で行い、新入生は元気に
登校し、新しいスタートを切っています。各小中学校の入学式の様子を紹介します。

岩江小学校

御木沢小学校 中妻小学校

中郷小学校 沢石小学校

三春中学校 岩江中学校
　三春町内の小学校 7 校（要田小学校を含む）・中学校２校の教育活動が本格的にスタートしました。5 月 12 日に
は三春小 ･ 岩江小・御木沢小 ･ 中妻小 ･ 沢石小・要田小、5 月 19 日には中郷小が運動会を行います。天気に恵まれて、
楽しい運動会が行われることを願っています。中学校では、5 月 10 日に支部中体連陸上大会、5 月 30 日、31 日
には支部中体連総合大会が行われます。大会に向けて練習にも気合いが入っています。

第15回世界こどもハイクコンテストで見事大賞に！

　公益財団法人 JAL 財団が主催するハイクコンテストの審査が行われ、三春
小学校３年の津守陽さんの作品が大賞に選ばれました。恐竜が大好きな陽さ
ん。豊かな感性で大昔の世界を表現し、みごと受賞しました。
　おめでとうございます。

《入賞作品》  おおむかし　大きな足が　歩いたよ

三春小学校

大賞に輝いた津守陽さん（中央）
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！


